
みんなとつながる。こうほうごじょう。
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おしらせ・イベント・イベンおしらせ・イベント

（写真）10 月 15 日 五條市は市制施行 60 周年を迎えました。
市民会館で開催された記念式典で、60 年の歩みを振り返り、
先人に感謝するとともに、未来に向かう気持ちを新たにしました。
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輝く未来へ、ともに進もう！
10/15 五條市制施行60周年記念式典
　昭和 32 年に五條市が誕生して 60 年を迎えました。「住
んでよかった元気な五條市」に向け、市民一人ひとりが想
いを結集し、あらたな一歩を踏み出す記念式典が開催され
ました。60 年の歩みの記念映像上映や、市政の発展に貢
献した皆さんに感謝状の贈呈が行われ、太田市長は「キャッ
チフレーズの『輝く未来へ、ともに進もう』のとおり未来
に向かうことを誓います」と決意を述べました。

八尾市との交流都市提携を締結
　五條市と大阪府八尾市は旧大塔村時代から交流が行われて
おり、災害時の連携協力や物産の販売などで合併後も交流を
続けてきました。このたび、両市は交流都市提携を行い、互
いの文化・教育・芸術・経済各分野での交流振興の増加を目
指します。締結後、田中誠太八尾市長からは「経済・文化・
教育など、交流が深まるように努力していきたい」、太田市長
からは「お互いのまちが発展するよう、交流の歴史を作って
いきたい」と互いのまちの交流と発展を願いました。 落語家 桂 雀太さん

五條市観光大使に
　司会者から「五條市とかけて」と突
然の謎かけに「東海道新幹線と説きま
す」と雀太さん。その心は「『のぞみ』
も『ひかり』もあります」と会場に落
語家らしく笑いを振りまきました。

「五條市の未来を語る」
平田進也さん記念講演・

トークセッション

（21 ページに紹介と本人からのコメ
ントが掲載されています。）

委
嘱
状
を
受
け
取
る
桂 

雀
太
さ
ん

髙田喜義さん
（五條高３年）

岡茉那美さん
（五條小６年）

森本康太さん
（牧野小６年）

髙辻若菜さん
（五條中３年）

下田　諭さん
（五條中３年）

森田大智さん
（智辯高２年）

岡　瑚心さん
（五條中３年）

　五條高校OBのカリスマ添乗員、平田
進也さんの記念講演とトークセッション
が行われ、平田さんの進行で太田市長と
五條市の未来を担う小中高生を代表して
７人が「五條市の未来」をテーマに活発
な意見交換を行いました。

「
五
條
市
は
第
二
の
故
郷
で
す
」
と
平
田
さ
ん

締
結
文
を
手
に
田
中
市
長
と
太
田
市
長

五條市の発展に貢献した皆さんに感謝状が贈られました。

２ごじょうフォトニュース



9/21 2017愛顔つなぐえひめ国体

　９月 30 日（土）から愛媛県で開催された国民体育大
会に出場する選手を招き、市役所で激励会が開催されま
した。４月からプロ選手として活動している白藤さんに
太田市長は「昨年会った時から大きくなり、一目見て頼
もしいと思うようになった。奈良県代表、五條代表の誇
りを持って頑張ってください」と激励しました。

国体代表選手の激励会

10/8 五條市・五條市教育委員会・五條市体育協会主催

　市民レクリエーション大会が、シダーアリーナで
開催されました。地区対抗の綱引きやチーム対抗の
リレー、ジャンボ縄跳びなど様々な競技が行われ、
手に汗握る熱戦が繰り広げられました。また、市内
各幼稚園・保育所（園）の子ども達のかわいい演技や、
五條市赤十字奉仕団、地区婦人会連絡協議会の皆さ
んの優雅なおどりなどで大会を盛り上げました。

市民レクリエーション大会

写
真
左
か
ら
太
田
市
長
、
白
藤
さ
ん
、
堀
内
教
育
長

Gojo Photo News
ごじょうフォトニュース

白藤　成（テニス・プロ選手）
水口竣介（レスリング・大和広陵高校）
今西達也（弓道・朝日ウッドテック㈱）
堀　幹洋（相撲・㈲田原塗料）

出場した選手の皆さん（敬称略・順不同）

水口さん 堀さん今西さん

西吉野地区・　  啓助さんによる選手宣誓

チーム一丸となって綱引き 小中学生の記録会も開催されました リズムに乗ってジャンボ縄跳びで好記録

子ども達の命を守るため９/13 CPRボードが寄贈されました
　五條ロータリークラブから、市内小中学校
13 校に CPR ボード（心肺蘇生用背板）が寄
贈されました。CPR ボードは、心肺停止状態
の患者をボード上に寝かせ、AEDと併用す
ることで高い心肺蘇生効果を発揮するもので
す。寄贈式の後、五條消防署による救命講習
を実施し、ボードの使用方法等を学びました。

Ｃ
Ｐ
Ｒ
ボ
ー
ド
を
使
っ
た
救
命
講
習
の
様
子

新
城
会
長
か
ら
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

３ Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１
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荒井知事らが競り台に上がって、奈良の柿を仲卸業者に PRしました。

東京都中央卸売市場（大田市場）で柿をPR10/５ 奈良の柿トップセールス

買
い
物
客
の
ほ
か
、
余
市
町
で
農
業
実
習

を
行
っ
た
賀
名
生
分
校
Ｏ
Ｂ
ら
の
姿
も
。

　奈良県の特産品である柿の消費拡大と宣伝を目的と
して、今回で６度目の開催となるトップセールスが行
われました。荒井奈良県知事、中出 JAならけん経営
管理委員会会長、太田市長、北田 JAならけん西吉野
柿部会長、奈良の柿 PRレディなど関係者が参加し、
柿の試食宣伝を皮切りに、マンモス競り台にて仲卸や

９/30 交流都市・余市町と交換物産展

　五條市と交流都市である余市町は、市制 60 周年を記
念し、初めて交換物産展を開催しました。９月 24 日に
余市町で五條市が柿の販売を行い、即日 1,600 個の柿が
完売。続いて、イオン五條店で余市町が特産品であるり
んご・洋ナシ・プルーンなどのフルーツや海産物の販売
を行い、大好評のうちに完売となりました。

余市特産品フェア開催10/１

9/23 地元の新鮮野菜・果物などを販売

　辯天宗国道西駐車場で「五條野原青空市場」が開催
されました。会場には約 70 のブースが出店し、市内
外の農産物・工芸品やグルメなどが販売されました。
　秋の休日をマグロの解体ショー、アーティストのラ
イブなどで楽しみながら、最後の餅まきまでたくさん
の人々が集まった、にぎやかな１日になりました。

五條野原青空市場開催
ス
テ
ー
ジ
や
産
物
を
販
売
す
る
ブ
ー
ス
に

多
く
の
人
出
が
あ
り
ま
し
た
。

9/26 おいしい柿を子ども達に

　マスコットキャラクターのカッキーが牧野保育所を
訪問し、特産品である日本一の柿を子ども達にプレゼ
ントしました。カッキーと子ども達は一緒にダンスを
楽しみ、記念撮影をしました。また、当日の給食には
「柿とマカロニのサラダ」が登場し、カッキーと一緒
に楽しく食べながらふるさとの味に親しみました。

カッキーが牧野保育所を訪問
カ
ッ
キ
ー
に
大
喜
び
の
子
ど
も
達
、
一
緒

に
給
食
を
食
べ
ま
し
た
。

仲買人、市場関係者に向け、
奈良の柿をＰＲしました。
試食した人からは「奈良の
柿は風味があり美味しい！」
という感想がありました。
　五條市は 12 月まで柿の出
荷で忙しい時期が続きます ９月 12日からたねなし柿の出荷がスタート、

今年も順調に甘味の強い柿が育っています。太田市長も試食を勧めて柿をＰＲ

４ごじょうフォトニュース・くらしのメモ



一斉滞納整理強化期間 　

奈
良
県
と
県
内
全
市
町
村
で
は
、

11
月
～
12
月
を
『
一
斉
滞
納
整
理
強

化
期
間
』
と
し
て
、『
許
し
ま
せ
ん
！

滞
納
』
を
共
通
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
滞

納
整
理
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

五
條
市
も
税
務
課
・
保
険
課
が
、

税
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
滞

納
者
に
対
し
て
は
、
差
押
え
等
の
滞

納
処
分
を
積
極
的
に
行
い
、
滞
納
解

消
に
努
め
ま
す
。

11
月
〜
12
月
は
市
町
村
税
・
県
税
の

一
斉
滞
納
整
理
強
化
期
間
で
す

納
期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い

■
問
合
先
　

⬇
市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
・

　

都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
は

▼
税
務
課
（
内
線
２
５
９
・
２
６
０
）

⬇
国
民
健
康
保
険
税
は

▼
保
険
課
（
内
線
２
６
６
・
３
６
８
）

債権取立
公売実施

換価処分
財産差押え※納期限を過ぎる

と延滞金が発生
します。

督促状発送
納税通知書
発送滞納処分の流れ

　

災
害
や
盗
難
、
本
人
や
家
族
の
病
気
、

事
業
の
休
廃
止
、
失
業
な
ど
の
や
む
を
得

な
い
事
情
で
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
一

人
で
悩
ま
ず
税
務
課
・
保
険
課
の
そ
れ
ぞ

れ
の
窓
口
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

　

早
め
に
相
談
を

　

市
税
の
納
付
に
は
、
口
座
振
替
が
便
利

で
す
。
納
め
忘
れ
が
な
く
一
度
の
手
続
で

翌
年
以
降
も
振
替
え
が
継
続
さ
れ
ま
す
。
　

　

ま
た
、
市
税
は
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
等
で
い
つ
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

納
税
は
口
座
振
替
、

　

コ
ン
ビ
ニ
で

　

五
條
市
で
は
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
給

与
・
預
貯
金
・
生
命
保
険
・
売
掛
金
・
不

動
産
・
自
動
車
な
ど
の
差
押
え
を
実
施
し

ま
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
延
滞

金
が
加
算
さ
れ
、
負
担
が
大
き
く
な
り
ま

す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

納
期
限
内
に
納
付
を

滞納処分の
Q. 市税を納付しないとどうな
るの？

A. 督促状・催告書などによっ
ても納付されなかった場合
は、他の納税者との公平性の
観点から、財産を差し押さえ
ます。

※財産を差し押さえる場合は、
事前の通告なく差押えを実施
します。

Q. どんな財産を差し押さえるの？
A. 給与・預貯金・生命保険・売掛金・
不動産・自動車など、換価が有
効と判断される財産について、
差押えを実施します。

Q. 財産が発見できない場合は
どうなるの？

A. 各調査で財産が発見できな
かった場合は、税務署と同じ
ように警察官などの立会いの
上、複数の税務担当職員が自
宅や店舗などを訪れて捜索を
実施し、直接財産を差し押さ
える場合があります。

Q. どうやって財産を調査するの？
A. 勤務先への給与調査や各金融機
関に対する預貯金調査、取引先へ
の売掛金調査などを実施します。

努
め

す

　

納
期
限
内
の
納
付

に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

Q A＆

届
出
が
必
要
で
す

国
土
法
に
よ
り
、

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は

　

国
土
利
用
計
画
法
に
よ
り
、
大

規
模
な
土
地
取
引
に
係
る
契
約

（
予
約
を
含
む
）
を
し
た
と
き
は
、

権
利
取
得
者
（
買
い
主
）
は
契
約

日
を
含
め
て
２
週
間
以
内
に
土
地

売
買
等
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

■
届
出
が
必
要
な
土
地
の
面
積

▼
市
街
化
区
域　

２
０
０
０
㎡

▼
市
街
化
調
整
区
域　

５
０
０
０
㎡

▼
都
市
計
画
区
域
外　
１
０
０
０
０
㎡

■
届
出
方
法　

届
出
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
添
付
書
類
と
と

も
に
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

利
用
目
的
が
土
地
利

用
に
関
す
る
計
画
に
適
合
し
な

い
場
合
、
是
正
を
求
め
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

■
罰
則　

届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、

虚
偽
の
届
出
を
す
る
と
罰
則
が

あ
り
ま
す
。

■
問
合
・
届
出
先　

企
画
政
策
課

　
（
内
線
２
０
６
）

届出が必要です

５ Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１



平成 30年成人式

防災防災トピックストピックス防災トピックス

■
問
合
先　

み
ど
り
園

☎
２
４
・
４
１
１
１

　

み
ど
り
園
で
は
家
庭
か
ら
出

る
ご
み
を
減
ら
す
た
め
、
雑
紙

の
リ
サ
イ
ク
ル
方
法
を
提
案
し

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ

や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

混
雑
す
る
年
末
よ
り
、

　

早
め
に
ご
み
出
し
し
よ
う
！

み
ど
り
園

　

だ
よ
り

生
ご
み
の
水
切
り
を

　

し
っ
か
り
や
り
ま
し
ょ
う
！

　

12
月
に
な
る
と
、
み
ど
り
園
に

は
年
末
の
大
掃
除
で
出
た
ご
み
や
、

資
源
物
が
大
量
に
持
ち
込
ま
れ
ま

す
。

　

台
所
で
出
る
生
ご
み
は
、
三
角

コ
ー
ナ
ー
で
し
っ
か
り
水
を
切
っ

て
か
ら
ご
み
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
。
　

水
を
し
っ
か
り
切
っ
て
い

な
い
と
、
ご
み
の
重
量
が
増
え
る

だ
け
で
な
く
、
ご
み
集
積
所
や
道

路
に
汁
が
流
れ
、
臭
い
の
元
に
な

り
ま
す
。

ハ
タ
チ

 
の
決
意

「
ハ
タ
チ
の
決
意
」
発
表
者
募
集
！

■
応
募
資
格　

平
成
９
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
、
市
内
に
在
住

す
る
人
ま
た
は
市
内
出
身
の
人

■
応
募
規
格　

１
２
０
０
字
程
度

に
意
見
を
作
成
し
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法　

原
稿
を
生
涯
学
習

課
へ
直
接
提
出
す
る
か
、①
住

所
②
氏
名
③
電
話
番
号
を
明
記

の
う
え
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※

メ
ー
ル
で
の
提
出
も
で
き
ま
す
。

■
申
込
期
間　

11
月
１
日
（
水
）

〜
11
月
30
日
（
木
）

■
そ
の
他

▼
希
望
者
多
数
の
場
合
や
、
内

容
が
成
人
式
に
適
切
か
ど
う

か
、
生
涯
学
習
課
で
選
考
を

お
こ
な
い
ま
す
。

▼
応
募
者
に
は
、
後
日
連
絡
し

ま
す
。

※

原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

平
成
30
年
五
條
市
成
人
式

■申込・問合先　生涯学習課（内線 825）
〒637-0083　五條市下之町 21番地
メール　syogaigakusyuka@city.gojo.lg.jp

　

平
成
30
年
１
月
７
日
（
日
）
に
市
民
会
館
で
「
平
成
30
年
五
條
市
成

人
式
」
を
開
催
し
ま
す
。
式
典
の
中
で
20
歳
の
記
念
と
し
て
抱
負
や
希

望
、
決
意
な
ど
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

毎
年
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

（
特
に
29
日
・
30
日
が
混
雑
し

ま
す
）
早
め
に
ご
み
を
出
す
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

マ
ナ
ー
を
守
り
、
気
持
ち
良
い

ご
み
出
し
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

雑
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル

①
お
菓
子
の
箱
や
包
装
紙
、
店

頭
で
も
ら
っ
た
チ
ラ
シ
は
捨

て
ず
に
畳
む
。

②
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
箱
な
ど
は

フ
ィ
ル
ム
（
燃
え
る
ゴ
ミ
）

と
紙
に
分
解
。

不
要
に
な
っ
た
紙
袋
に
貯
め
て

お
い
て
、「
古
紙
・
び
ん
の
回

収
日
」
に
出
し
ま
し
ょ
う
！

※

ダ
ン
ボ
ー
ル
は
別
に
ダ
ン

ボ
ー
ル
だ
け
で
ま
と
め
て
回

収
日
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

古
紙
は
資
源
化
で
き
ま
す
！

　

古
紙
類
は
無
料
回
収
が
あ
る

の
で
、
市
指
定
の
ご
み
袋
は
あ

り
ま
せ
ん
。
水
分
を
含
む
と
資

源
化
で
き
な
く
な
る
の
で
、
雨

の
場
合
は
次
の
回

収
日
ま
で
出
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

全国瞬時警報システム (Ｊアラート）の
全国一斉訓練が実施されます

11/14
（火）
　武力攻撃などに備え、全国瞬時警報システム
（Ｊアラート）を用いて全国一斉の情報伝達訓
練が実施されます。
■日時　11月 14日 ( 火 )　11 時ごろ～
■内容　市内に設置している防災行政無線の屋外拡声
　　　　子局や戸別受信機から一斉に放送されます。

す
ム

屋外拡声
れます。

■放送内容
①チャイム♪
②「これはテストです」
　（３回繰り返します）
③「こちらは防災五條です」
④チャイム♪

■問合先　危機管理課　（内線 370）
※放送内容がよく聞こえなかったら、同じ内容をテレホンサービス☎22・2233 で聞くことができます。

※

訓
練
放
送
で
、
実
際
の

災
害
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

６くらしのメモ



■問合先　選挙管理委員会事務局（内線 231）

選挙管理委員会からおしらせ

～公職選挙法の改正により、選挙年齢が「満 18歳以上」に引き下げられています～

11 月 19日（日）は、
五條市議会議員選挙の投票日です。

防災トピックス

耐震診断・改修

木造住宅耐震診断・
耐震改修工事を補助します

今年度最終募集、申請はお早めに！

　五條市では、安心・安全なまちづくりを目指して、

木造住宅の耐震化促進に取り組んでいます。本年度も

耐震診断の助成事業と耐震改修工事の補助事業を実施

していますので、次のとおり希望者を募集します。

耐震改修工事補助事業
■補助の対象工事　次のすべての条件を満たすものとします。
　▼市内の木造住宅で、耐震診断を行った住宅の耐震改修工事
　▼補助対象となる耐震改修工事の費用が 50万円以上の工事
　▼工事前の構造評点 1.0 未満のものを 1.0 以上の数値にする
　　改修工事または、工事前の構造評点 0.7 未満を 0.7 以上の
　　数値にする改修工事（点数については耐震診断で出たもの）
　▼補助金交付決定後、工事に着手し平成 30年２月 15 日まで
　　に完了するもの
　▼市税の滞納がないこと。
　※交付決定前に着手・契約した工事は補助金を受けられません。
■補助金の額（工事費は税込額）
　▼耐震改修工事費が 50万円以上 87 万円以下　一律 20万円
　▼87 万円を超えるもの　工事費の 23％（上限 50 万円）
■募集件数　３件（先着順）
■受付期間　受付中～最終締切 12月８日（金）※土日祝日を除く

■補助の対象住宅　以下に該当する家屋とします。

　▼昭和 56年５月 31 日以前に建築された在来軸

　　組工法の木造住宅

　▼延べ床面積 250 ㎡以下かつ地階を除く階数が

　　２以下のもの

　▼その他の条件に関しては問い合せてください。

※補助対象者　住宅の所有者

■診断の費用　無料

■募集件数　18件（先着順）

■受付期間　11月６日（月）～ 17日（金）

※土日祝日を除く

耐震診断事業

■申込・問合先　建設課（内線 279）

※両事業とも募集件数に達し次第締め切りますので、希望する人は早めに申請してください。申請に関する

書類は建設課で配布します。詳細については問い合せてください。

金））～ 17日（金金）

  

家
族
の
命
や
財
産
を
守
る
、

　

地
震
に
強
い
家
づ
く
り

　
　

を
応
援
し
て
い
ま
す
！

個
人
所
有
の
建
築
物
の

ア
ス
ベ
ス
ト
分
析
調
査

　

費
用
を
補
助
し
ま
す

■
対
象
と
な
る
建
築
物　

市
内
に
あ

る
個
人
所
有
の
建
築
物

■
対
象
と
な
る
分
析
調
査

▼
定
性
分
析　

ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま

れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
調
査

▼
定
量
分
析　

ア
ス
ベ
ス
ト
の
量
の

調
査

■
補
助
対
象
者　

個
人
の
建
築
物
の

所
有
者
等

■
補
助
金
額　

ア
ス
ベ
ス
ト
分
析
調

査
に
要
し
た
経
費
で
１
棟
あ
た
り

上
限
25
万
円

■
申
請
書
の
配
布　

生
活
環
境
課
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

■
申
請
期
間　

平
成
30
年
１
月
31
日

（
水
）
ま
で

※

補
助
金
は
予
算
の
範
囲
内
で
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

生
活
環
境
課

　
（
内
線
３
８
８
）

　

五
條
市
で
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
健

康
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
と

お
り
調
査
費
用
に
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
調
査
を
実
施
す
る
場
合

は
事
前
に
生
活
環
境
課
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

７ Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１



も
う
受
診
し
ま
し
た
か

■
対
象
者

▼
五
條
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
40
歳
以
上
75
歳
未
満

の
人

▼
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
て
い
る
人

※

受
診
に
は
特
定
健
康
診
査
受
診

券
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
特
定

健
康
診
査
受
診
券
は
５
月
に
郵

送
し
て
い
ま
す
が
、
紛
失
し
た

人
は
保
険
課
ま
で
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■
受
診
場
所　

カ
ル
ム
五
條
ま
た

は
市
内
の
指
定
医
療
機
関

▼
カ
ル
ム
五
條
で
受
診
す
る
人

　

保
険
課
ま
た
は
カ
ル
ム
五
條
へ

検
診
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
、

窓
口
か
電
話
で
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。（
カ
ル
ム
五
條
で
の
検

診
日
は
下
記
の
日
程
表
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
）

特
定
健
康
診
査

　

特
定
健
診
は
心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
、
深
刻
な
生
活
習
慣
病
の
前
ぶ
れ

を
発
見
す
る
た
め
の
健
診
で
す
。
受
診
す
る
こ
と
で
、
健
康
へ
の
不
安
を

解
消
し
、
将
来
の
医
療
費
や
保
険
税
の
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
他
の
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク(

五
條

市
国
民
健
康
保
険
以
外)

を
受
診

し
た
人
に
お
願
い

　

五
條
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る

た
め
、
デ
ー
タ
（
健
診
結
果
表
等
の

数
値
が
分
か
る
も
の
）
の
提
供
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
健
診
結
果
で
保

健
指
導
の
対
象
と
な
っ
た
人
は
、
専

門
家
か
ら
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■特定健康診査とがん検診のセット検診日程表

国民健康保険

■
特
定
健
康
診
査
と
が
ん
検
診
を

　

一
緒
に
受
診
で
き
ま
す

　

カ
ル
ム
五
條
で
は
、
特
定
健
診
と

一
緒
に
が
ん
検
診
も
受
診
で
き
ま
す
。

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
40
歳

以
上
の
人
（
平
成
30
年
４
月
１
日

ま
で
に
40
歳
に
な
る
人
を
含
む
）

※

が
ん
検
診
を
受
診
す
る
人
は
別
途

費
用
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
受
診
方
法　

検
診
日
の
１
週
間
前

ま
で
に
電
話
か
窓
口
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
市
内
の
指
定
医
療
機
関
で
受
診

す
る
人

　

①
特
定
健
康
診
査
受
診
券
②
被

保
険
者
証
③
質
問
票
を
必
ず

持
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
受

診
す
る
際
は
医
療
機
関
へ
の
予

約
が
必
要
で
す
。

■
健
診
費
用

▼
五
條
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
40
歳
以
上
75
歳
未
満

の
人　

１
０
０
０
円

▼
五
條
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
節
目
年
齢
対
象
者

　

無
料

▼
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
て
い
る
人　

５
０
０
円 

■
受
診
期
間　

平
成
30
年
１
月
31

日
（
水
）
ま
で

■
申
込
・
問
合
先

▼
健
康
診
査
に
つ
い
て　

保
険
課
（
内
線
２
６
７
・
３
６
７
）

▼
が
ん
検
診
に
つ
い
て　

カ
ル
ム
五
條
（
内
線
２
８
８
・
２
９
０
）

検診日 受付時間 実施場所 検診内容 

11 月 28 日（火）

12 月３日（日）

12 月７日（木）

平成30年１月25日（木）

カルム五條

カルム五條

カルム五條

カルム五條

9時～ 10 時

9時～ 10 時

9時～ 10 時

9時～ 10 時

特定健診、胃がん検診、肺がん検診、大腸がん
検診を受診できます。

※がん検診単独の受診も可能です。
■検診費用　▼胃がん検診　1,000 円
▼肺がん検診　無料（「たん」の検査　400 円）
▼大腸がん検診　200 円
※70 歳以上の人はすべて無料です。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

　

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん　

口
腔
健
診
は

　

受
診
し
ま
し
た
か

　

健
康
で
自
立
し
た
生
活
に
は
、
歯

と
口
腔
の
健
康
を
保
つ
こ
と
が
重
要

で
す
。
年
に
１
回
、
口
腔
健
診
を
受

診
し
ま
し
ょ
う

■
対
象
者　

75
歳
・
80
歳
・
85
歳
（
平

成
29
年
４
月
１
日
現
在
）
の
奈
良

県
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人

※

受
診
券
（
ハ
ガ
キ
）
は
、
５
月
中
に

郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
紛
失
し
た
人

は
奈
良
県
後
期
広
域
連
合
（
☎
０
７

４
４
・
２
９
・
８
４
３
０
）
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
歯
科
医
療
機
関　

今
田
歯
科
、
植

田
歯
科
医
院
、
加
藤
歯
科
、

田

歯
科
医
院
、
さ
く
ら
歯
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
、田
園
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

西
尾
歯
科
、
平
井
歯
科
医
院
、
堀

内
歯
科
医
院
、
ま
つ
た
歯
科
ク
リ

ニ
ッ
ク　

■
申
込
方
法　

歯
科
医
療
機
関
へ
事

前
に
電
話
等
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
持
ち
物　

受
診
券
（
ハ
ガ
キ
）、

被
保
険
者
証

■
問
合
先　

保
険
課（
内
線
３
７
３
）

11 月 30 日（木）
まで・無料健診

市民課横に撮影スペースを設置しました。申請
用に利用してください。（H30 年１月末まで）

マイナンバーカード申請用の
　顔写真を撮影します

■郵送で申請
➡通知カードの封筒に同封

されていた申請書で申請
します。

■スマートフォンで申請
➡通知カードの封筒に同封さ

れていた申請書の QR コー
ドを読み取り、申請用 WEB
サイトから申請します。

■パソコンで申請
➡デジタルカメラ等で顔写

真を撮影し、パソコンに
保存して、申請用 WEB サ
イトから申請します。

な
生
活
習
慣
病
の
前
ぶ
れ

８くらしのメモ



　マイナンバーカードはマイナンバーが
記載された顔写真付きの IC カードです。
マイナンバーカードを利用すれば、身分
証明書としても利用できます。

休日受け取り窓口

市民課横に撮影スペースを設置しました。申請市民課横に撮影スペースを設置しました。申請
用に利用してください。（H30 年１月末まで）用に利用してください。（H30 年１月末まで）

マイナンバーカード申請用のマイナンバーカード申請用の
　顔写真を撮影します　顔写真を撮影します

記
マ
証

11/26（日) ９時～ 13時　「マイナンバーカード」を申請した人で交付が
まだの人、「通知カード」を受け取っていない人
で平日に来れない人は、休日窓口に来てください。
※マイナンバーカード等の相談や写真撮影も行っ

ています。
※通常の窓口業務は行いません。

■受取時の必要書類
▼「マイナンバーカード」の場合
　①印鑑②本人確認書類③交付通知書④通知カード
※必ず本人が受け取りに来てください。
▼「通知カード」の場合
　①印鑑②本人確認書類■問合先　市民課（内線 503） 

※詳しくは通知カードと同封のパンフレットの６ページを確認するか、問い合わせてください。

■郵送で申請■郵送で申請
➡通知カードの封筒に同封通知カードの封筒に同封

されていた申請書で申請されていた申請書で申請
します。します。

■スマートフォンで申請■スマートフォンで申請
➡通知カードの封筒に同封さ通知カードの封筒に同封さ

れていた申請書の QR コーれていた申請書の QR コー
ドを読み取り、申請用 WEBドを読み取り、申請用 WEB
サイトから申請します。サイトから申請します。

■パソコンで申請■パソコンで申請
➡デジタルカメラ等で顔写デジタルカメラ等で顔写

真を撮影し、パソコンに真を撮影し、パソコンに
保存して、申請用 WEB サ保存して、申請用 WEB サ
イトから申請します。イトから申請します。

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

 

控
除
証
明
書
」
は

　

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
控
除
の
対
象
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得

か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成

29
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
た

保
険
料
の
全
額
で
す
。
過
去
の
年
度

分
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
、家
族（
配

偶
者
や
子
ど
も
等
）
の
国
民
年
金
保

険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の

分
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

な
お
、
平
成
29
年
中
に
納
付
し
た

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
社
会
保

険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年

末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
と
き
に
、

領
収
書
な
ど
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
29
年
１
月
１
日

か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に
は
、
11

月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
ま
す
。

　

大
切
に
保
管
し
て
、
申
告
書
の
提

出
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た

は
領
収
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※

こ
の
期
間
を
過
ぎ
て
納
付
し
た
人

は
翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
ら
れ
ま
す
。

■問合先
▼ねんきん加入者ダイヤル
☎0570・003・004（ナビダイヤル）
（IP 電話からは☎03・6630・2525）
受付期間　平成 30 年３月 15 日（木）まで
月～金曜日・第２土曜日　８時 30 分～ 19 時
※祝日（第２土曜日をのぞく）、年末年始をのぞく
▼大和高田年金事務所
　☎0745・22・3531

や写真撮影も行っ

保
険
料
）

い

11 月は「ねんきん月間」、11月 30日は「年金の日」です
みらいいい

　この機会に「ねんきん定期便」や「ねんきんネット」で、自身の年金記録と年金受給見込額を確認し、

未来の生活設計について考えてみませんか。 ■問合先　大和高田年金事務所　☎0745・22・3531

■主な申請の方法は次のとおりです。

申請しましょう！
　マイナンバーカード

市民課横に撮影スペースを設置しました。申請
用に利用してください。（H30 年１月末まで）

マイナンバーカード申請用の
　顔写真を撮影します

■郵送で申請
➡通知カードの封筒に同封

されていた申請書で申請
します。

■スマートフォンで申請
➡通知カードの封筒に同封さ

れていた申請書の QR コー
ドを読み取り、申請用 WEB
サイトから申請します。

■パソコンで申請
➡デジタルカメラ等で顔写

真を撮影し、パソコンに
保存して、申請用 WEB サ
イトから申請します。
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鳥
獣
被
害
に
対
応
す
る
た
め
、
電
気
柵
や
金
網

柵
等
の
設
置
を
希
望
す
る
自
治
会
・
集
落
等
の
農

業
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
対
策
に

金
網
柵
・
電
気
柵
等

　

を
設
置
し
ま
せ
ん
か

■
対
象
と
な
る
動
物

　

イ
ノ
シ
シ
、シ
カ
、ニ
ホ
ン
ザ
ル

■
申
込
締
切　

11
月
24
日（
金
）

■
設
置
期
限　

平
成
30
年
２
月
15
日（
木
）

■
設
置
の
条
件

①
現
に
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、ま
だ
柵
な
ど

の
対
策
を
行
っ
て
い
な
い
農
地

②
費
用
に
対
し
て
効
果
が
十
分
に
あ
る
こ
と

③
個
人
だ
け
で
な
く
、集
落
と
し
て
効
果
の
あ

る
設
置
場
所
で
あ
る
こ
と

④
自
治
会
・
集
落
等
の
営
利
目
的
で
な
い
団
体

で
あ
る
こ
と（
団
体
規
則
が
必
要
で
す
）

⑤
受
益
戸
数
が
３
戸
以
上
あ
る
こ
と

⑥
平
成
30
年
１
月
中
旬
の
納
品
に
対
し
、期
限

ま
で
に
設
置
完
了
す
る
こ
と

■
地
元
負
担
金　

基
準
と
な
る
単
価
を
超
え
た

場
合
は
地
元
負
担
金
が
必
要
で
す
。

※

最
大
で
資
材
費
の
45
％

■
施
工
方
法　

市
が
資
材
を
調
達
し
ま
す
の
で
、

申
込
者
自
身
で
施
工
し
て
く
だ
さ
い
。

※

国
の
補
助
金
を
活
用
し
た
事
業
で
す
。

※

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

鳥獣被害防止
平成 29年度
第２次募集

地域包括ケアシステム

　

家
族
の
訴
え
な
ど
で
認
知
症
が

疑
わ
れ
る
人
や
、
認
知
症
の
人
、

そ
の
家
族
を
訪
問
し
、
医
療
と
介

護
の
専
門
職
が
ど
の
よ
う
な
状
況

か
を
把
握
し
て
初
期
の
支
援
を
集

中
的
に
行
い
ま
す
。

認
知
症
は

 

老
化
現
象
で
は
な
く

   

身
近
な
病
気
で
す

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
偏

見
を
持
た
ず
認
知
症
の
人
や
家
族

を
あ
た
た
か
く
見
守
る
応
援
者
、

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成
講

座
を
一
般
住
民
や
小
・
中
学
生
を

対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
出
前

講
座
も
行
っ
て
お
り
、
現
在
市
内

の
サ
ポ
ー
タ
ー
は
１
９
７
６
人
で

す
。（
平
成
29
年
９
月
末
時
点
）

RUN TOMO-RROW（ラン伴）　
　認知症になっても安心して暮らせる地域づくりを目指し、認知
症の人や家族、支援者、一般の人が少しずつリレーをしながら一
つのタスキをつなぎ、北海道から沖縄まで日本を縦断し、ゴール
を目指すイベントです。
　本市が後援するこのイベントは、10月 1日（日）に市内を縦
断しました。

■問合先　地域包括支援センター（内線３０９)　（相談電話直通）☎２５・２６４０

講

　

「
認
知
症
」
と
は
、
何
ら

か
の
原
因
に
よ
り
、
脳
細
胞

の
は
た
ら
き
が
悪
く
な
っ
た

り
、
障
害
に
よ
っ
て
起
こ
る

「
病
気
」
で
す
。 

　

誰
も
が
認
知
症
に
つ
い
て

正
し
い
知
識
を
持
ち
、
支
え

る
手
立
て
を
知
れ
ば
、
認
知

症
の
人
や
そ
の
家
族
が
穏
や

か
に
、
自
分
ら
し
く
暮
ら
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　

養
成
講
座
を
開
催
中

一
緒
に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に

　

な
り
ま
せ
ん
か

認知症
ｻﾎﾟｰﾀｰの証
ｵﾚﾝｼﾞﾘﾝｸﾞ

平
成
29
年
10
月
か
ら

認
知
症
初
期
集
中

　

支
援
チ
ー
ム
を
設
置

認
知
症
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

■対象者■対象者■対象者　在宅で生活している 40歳以上の
人で、認知症が疑われる人または認知症の
人で次のいずれかに該当する人

▼医療サービス、介護サービスを受けていな
いまたは中断している人

▼認知症の行動・心理症状が顕著な人

地域包括ケアシステム

認知症であってもなくても、
　誰もが暮らし続けられる
　　まちを目指して

　五條市では、認知症への正しい理解
を持ってもらうための啓発活動や取組
を行っています。

介護福祉課
長寿係・介護保険係
地域包括支援センター
大塔在宅介護支援センター

中
的
に
行
い
ま
す
。

消防トピックス

■申込・問合先
　農林政策課（内線 272）

10くらしのメモ・消防トピックス



■対象者

■問合先　五條消防署　☎２２・３３１０消防トピックス消防トピックス消防トピックス

切り取って保管しましょう

９時〜 16 時 急病患者の応急処置 応急を要する
内科・小児科
の軽易な診療

 

 

五條市応急診療所
☎２４・００９９ 

野原西 5丁目 2－59

土・日・祝日夜間
※受付21時30分まで

１８時～２２時

※４月１日から五條病院内に
　移転しています。電話番号・
　診療時間に変更はありません。

■問合先　カルム五條
　　　　　（内線 290）

※保険証を持ってきてください。
※担当医の専門性や患者の年齢、症状により、二
次救急医療機関の診療をお勧めする場合があ
ります。受診前に電話で確認してください。
※マスクを着用してお越しください。

 

 

☎0744・22・9683 

橿原市畝傍町９－１
毎日夜間・深夜

橿原市休日夜間応急診療所

応急を要する

小児科の診療

21時30分～６時

11⽉・12⽉ 休⽇の救急診療・在宅当番医
   １１月３日（金） ５日（日） １２日（日） １９日（日）

２３日（木・祝）

中之町１６１７－１
田畑医院

☎２５・１２１１

五條３丁目２－２０
中西クリニック
☎２５・２７６０

窪町１２６－１
前防医院

☎２２・２０７２

今井２丁目２－１２
岩井内科

☎２６・１２１２

須恵２丁目６－２１
足立医院

☎２５・３９３９

２６日（日）

岡口１丁目２－２２
右馬医院

☎２２・２２８１

   １２月３日（日） １０日（日） １７日（日） ２３日（土・祝）

２４日（日）

須恵 2丁目１－25
山田医院

☎２２・２０３９

新町２丁目３－８
槇野医院

☎２２・２００４

野原西４丁目９-25
中谷内科医院
☎２２・３６８３

中之町１６１７－１
田畑医院

☎２５・１２１１

中之町１７７１－３３
杉崎医院

☎２４・０００３

２９日（金）

須恵２丁目６－２１
足立医院

☎２５・３９３９

岡口１丁目２－２２
右馬医院

☎２２・２２８１

３０日（土）

須恵 2丁目１－25 
山田医院

☎２２・２０３９

３１日（日）

火の用心
 ことばを形に
　 習慣に

秋季全国火災予防運動
11月９日～ 11月 15日

　

住
宅
火
災
の
出
火
原
因
の
ほ
と

ん
ど
が
火
気
使
用
時
の
不
注
意
や

使
用
方
法
の
誤
り
に
よ
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
就
寝
中
に
気
づ
か
ず

に
逃
げ
遅
れ
た
事
例
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
就
寝
中
の
火
災
を
感
知

し
、
知
ら
せ
て
く
れ
る
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
30
年
度
の

全
国
統
一
防
火
標
語

　

を
募
集
し
て
い
ま
す

　

防
火
意
識
を
広
く
伝
え
る
た
め
、

皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

入
選
作
品
は
全
国
統
一
標
語
と
し
て

ポ
ス
タ
ー
等
に
採
用
さ
れ
ま
す
。

■
応
募
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://boukahyougo.jp

）

か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切　

11
月
30
日
（
木
）

■
発
表　

平
成
30
年
３
月
下
旬
ご
ろ

※

日
本
損
害
保
険
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
入
賞
者
を
発
表
し
ま
す
。

あ
な
た
の
勇
気
が
命
を
救
う

「
救
急
の
日
」　
　

に　

 

救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

９
月
11
日
は
救
急
の
日
で
す
。

　

救
急
の
日
に
合
わ
せ
、
五
條
消
防

署
は
カ
ル
ム
五
條
で
五
條
市
防
災
協

会
・
五
條
市
医
師
会
等
の
協
賛
で
救

命
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
「
こ
の
よ
う
な
状

況
に
遭
遇
し
た
ら
恐
怖
も
あ
る
が
、

自
分
が
率
先
し
て
救
命
処
置
を
し
て

い
き
た
い
」
と
心
強
い
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。

９/11
（月）

　

五
條
消
防
署
で
は
、
普
通
救
命

講
習
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

自
治
会
・
サ
ー
ク
ル
等
の
団
体
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
救
急
課
ま
で

熱
心
に
受
講
す
る
参
加
者

大
切
な
命
と
家
族
を
守
る
た
め
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

　

設
置
し
ま
し
ょ
う

感震ブレーカーを設置して、
電気火災から「我が家」を守りましょう！

　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
と
は
、
地
震

発
生
時
に
設
定
値
以
上
の
揺
れ
を

感
知
し
た
と
き
に
、
ブ
レ
ー
カ
ー

や
コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
の
電
気
を
自

動
的
に
止
め
る
器
具
で
す
。
地
震

に
よ
る
電
気
火
災
対
策
に
有
効
で

す
。

簡
易
タ
イ
プ

コ
ン
セ
ン
ト
タ
イ
プ

分電盤タイプ（内蔵・後付）
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０歳～
未就園児

※各回活動費として親子で100円必要です。　
■申込・問合先　にじいろ電車代表  岩井
　カルム五條（内線289）
メール　niziirotrain@gmail.com
※初めての参加者は事前に連絡してください。

にじいろ電車

いちはやく
　知らせる勇気
　　つなぐ声

　

児
童
虐
待
か
も
？
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
電

話
を
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
１
本
の
電
話

で
救
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。
虐
待
が
疑
わ

れ
る
子
ど
も
を
発
見
し
た
場
合
、
相
談
機
関
に

連
絡
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

■講師
熊丸 みつ子 さん
子育てアドバイザー・
幼児教育家庭教育専門家

児童虐待防止に地域で取り組みましょう！
１本の電話で救われる子どもがいます

　

匿
名
で
連
絡
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
連
絡

者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

連
絡
が
間
違
い
で
も
連
絡
者
が
罰
せ
ら
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
迷
っ
て
い
る
間
に
も
苦
し

ん
で
い
る
子
ど
も
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
機
関
へ
の
連
絡
は
大
人
の
義
務
で
す

気
に
な
っ
た
ら
迷
わ
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

カルムのひろば
11月は

児童虐待防止
推進月間
です。

　

大
人
も
子
ど
も
も
ホ
ッ
と
で
き
る

子
育
て
サ
ー
ク
ル
、
に
じ
い
ろ
電
車

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の
人

も
大
歓
迎
で
す
。

11/16
（木）

親
子
で
楽
し
く

 

ク
ッ
キ
ン
グ
！

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
時
間　

10
時
30
分
〜

■
材
料
費　

１
０
０
円

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、

　

三
角
き
ん

12/14
（木）

交
通
安
全
教
室

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
時
間　

10
時
30
分
〜

※

雨
天
の
場
合
は
カ
ル
ム
五
條
、

　

現
地
で
昼
食
も
可
能
で
す
。

（
各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
）

11/２
（木）

ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
し
よ
う
！

■
場
所　

中
央
公
園

■
時
間　

10
時
30
分
〜

三
次
喫
煙
に

　

注
意
し
ま
し
ょ
う

タ
バ
コ
か
ら
子
ど
も
を
守
ろ
う
③

　

タ
バ
コ
に
よ
る
残
留
物
を

取
り
除
く
た
め
、
洗
濯
で
き

る
も
の
は
こ
ま
め
に
洗
濯
し

ま
し
ょ
う
。

　

タ
バ
コ
を
消
し
た
後
に
、
そ
の
場
に
残
っ

た
残
留
物
か
ら
有
害
物
質
を
吸
入
す
る
こ

と
を
三
次
喫
煙
と
言
い
ま
す
。
三
次
喫
煙

は
タ
バ
コ
を
吸
っ
た
こ
と
が
あ
る
場
所
、

主
に
室
内
や
車
内
で
起
こ
り
や
す
い
と
い

え
ま
す
。

■
問
合
先　

カ
ル
ム
五
條　
（
内
線
２
８
９
）

 

三
次
喫
煙
か
ら

   

子
ど
も
を
守
り
ま
し
ょ
う

②
カ
ー
テ
ン
・
ソ
フ
ァ
ー
カ
バ
ー

な
ど
も
洗
濯
し
ま
し
ょ
う
。

　

乳
児
期
か
ら
幼
児
期
の
子

ど
も
は
床
を
這
っ
た
り
、
壁

を
触
っ
て
伝
い
歩
き
を
し
た

り
、
落
ち
て
い
る
お
も
ち
ゃ

な
ど
を
洗
わ
ず
に
口
に
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
で
き

る
だ
け
有
害
物
質
を
取
り
除

く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
タ
バ
コ
を
吸
っ
た
こ
と
が
あ
る

部
屋
は
掃
除
機
以
外
に
水
拭
き
・

乾
拭
き
を
し
ま
し
ょ
うをきし

田
舎
こ
ん
に
ゃ
く
作
り

　

地
元
で
と
れ
る
こ
ん
に
ゃ
く
芋
を

使
っ
て
、
手
作
り
の
田
舎
こ
ん
に
ゃ

く
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

　

①
11
月
22
日
（
水
）　

　

②
12
月
13
日
（
水
）

　

９
時
30
分
〜
12
時

※

い
ず
れ
か
１
回
の
み

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
成
人

（
先
着
20
人
）

■
参
加
費　

４
０
０
円
（
材
料
費
）

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

手
ぬ
ぐ
い
、
タ
オ
ル
、
厚
手
の
ゴ

ム
手
袋

■
指
導
者　

五
條
市
食
生
活
改
善
推

進
員

■
申
込
方
法　

11
月
15
日
（
水
）
ま

で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

カ
ル
ム
五
條

　
（
内
線
２
９
０
）

初
め
て
の
人
も
大
丈
夫
！

　

市
内
の
公
民
館
な
ど
で
が
ん
検
診
を
受
診

で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

検診日
11月21日（火）
11月24日（金）
11月27日（月）
11月29日（水）
12 月１日（金）

実施場所受付時間
9時～ 10 時
9時～ 10 時
9時～ 10 時
9時～ 10 時
9時～ 10 時

北宇智公民館
阪合部文化会館
市民会館
田園公民館
宇智公民館

■検診費用　▼胃がん検診　1,000 円
▼肺がん検診　無料（「たん」の検査　400 円）
▼大腸がん検診　200 円
※70 歳以上の人はすべて無料です。

■検診日程表 ■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
40
歳
以
上
の

人
（
平
成
30
年
４
月
１
日
ま
で
に
40
歳
に

な
る
人
を
含
む
）

※

別
に
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
の
み
を

行
っ
て
い
る
会
場
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
受
診
方
法　

検
診
日
の
１
週
間
前
ま
で
に

電
話
か
窓
口
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

カ
ル
ム
五
條

　
（
内
線
２
９
０
）

胃
が
ん
・
肺
が
ん
・

　

大
腸
が
ん

が
ん
検
診
を

　

受
診
し
ま
せ
ん
か
ん
か

１
いち

８
はや児童相談所

全国共通
３桁ダイヤル

虐待かな？と思ったら

※最寄りの児童相談所につながります。　（24時間受付）
または▼カルム五條　（直通）☎25・2631　または（内線 289）
　　　　　　　　　　（平日８時 30分～ 17時 15分）
▼奈良県高田こども家庭相談ｾﾝﾀｰ　☎0745・22・6079（平日 8時 30分～ 17時 15分）
▼奈良県中央こども家庭相談ｾﾝﾀｰ　☎0742・26・3788（上記以外の時間帯）
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いちはやくいちはやく
　知らせる勇気　知らせる勇気
　　つなぐ声　　つなぐ声

　

児
童
虐
待
か
も
？
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
電

　

児
童
虐
待
か
も
？
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
電

話
を
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
１
本
の
電
話

話
を
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
１
本
の
電
話

で
救
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。
虐
待
が
疑
わ

で
救
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。
虐
待
が
疑
わ

れ
る
子
ど
も
を
発
見
し
た
場
合
、
相
談
機
関
に

れ
る
子
ど
も
を
発
見
し
た
場
合
、
相
談
機
関
に

連
絡
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

連
絡
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

ま
す
。

いちはやく
　知らせる勇気
　　つなぐ声

う
ち
の
子
最
高
！

子
育
て
講
演
会

〜
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と

　

親
と
し
て
、
大
人
と
し
て
、

　
　

地
域
と
し
て
〜

　

年
間
７
５
０
回
以
上
の
講
演
を

行
う
人
気
講
師
が
、
あ
な
た
の
子

育
て
の
不
安
を
解
消
し
ま
す
。
気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
20
日
（
月
）

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
費
用　

無
料

■
定
員　

先
着
80
人

■
申
込
方
法　

11
月
17
日
（
金
）

ま
で
に
窓
口
ま
た
は
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

カ
ル
ム
五
條

　
（
内
線
２
８
９
）

11/ 20
（月）

■講師■講師
熊丸 みつ子 さん熊丸 みつ子 さん
子育てアドバイザー・子育てアドバイザー・
幼児教育家庭教育専門家幼児教育家庭教育専門家

■講師
熊丸 みつ子 さん
子育てアドバイザー・
幼児教育家庭教育専門家

児童虐待防止に地域で取り組みましょう！児童虐待防止に地域で取り組みましょう！
１本の電話で救われる子どもがいます１本の電話で救われる子どもがいます

　

匿
名
で
連
絡
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
連
絡

　

匿
名
で
連
絡
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
連
絡

者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

連
絡
が
間
違
い
で
も
連
絡
者
が
罰
せ
ら
れ
る
こ

連
絡
が
間
違
い
で
も
連
絡
者
が
罰
せ
ら
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
迷
っ
て
い
る
間
に
も
苦
し

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
迷
っ
て
い
る
間
に
も
苦
し

ん
で
い
る
子
ど
も
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ん
で
い
る
子
ど
も
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
機
関
へ
の
連
絡
は
大
人
の
義
務
で
す

相
談
機
関
へ
の
連
絡
は
大
人
の
義
務
で
す

気
に
な
っ
た
ら
迷
わ
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

気
に
な
っ
た
ら
迷
わ
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

出産や子育ての悩みを
気軽に相談してください
　虐待以外にも、自身が
出産や子育てに悩んでい
る、子育てに悩む親が近
くにいるなどの相談も受
け付けています。
■問合先　カルム五條
　（内線 289）

　

児
童
虐
待
か
も
？
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
電

話
を
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
１
本
の
電
話

で
救
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。
虐
待
が
疑
わ

れ
る
子
ど
も
を
発
見
し
た
場
合
、
相
談
機
関
に

連
絡
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

相
談
機
関
へ
の
通
報
は
大
人
の
義
務
で
す

児童虐待防止に地域で取り組みましょう！
１本の電話で救われる子どもがいます

　

匿
名
で
連
絡
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
連
絡

者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

連
絡
が
間
違
い
で
も
連
絡
者
が
罰
せ
ら
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
迷
っ
て
い
る
間
に
も
苦
し

ん
で
い
る
子
ど
も
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

気
に
な
っ
た
ら
迷
わ
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

カルムのひろば
11月は11月は

児童虐待防止児童虐待防止
推進月間推進月間
です。です。

11月は
児童虐待防止
推進月間
です。

PUNYA

１
いちいち

８
はやはや児童相談所児童相談所

全国共通全国共通
３桁３桁ダイヤルダイヤル １

いち

８
はや

９
く

虐待かな？と思ったら虐待かな？と思ったら

※最寄りの児童相談所につながります。　※最寄りの児童相談所につながります。　（24時間受付）（24時間受付）※最寄りの児童相談所につながります。　（24時間受付）

児童相談所
全国共通
３桁ダイヤル

虐待かな？と思ったら

または▼カルム五條　（直通）または▼カルム五條　（直通）☎25・2631　または（内線 289）25・2631　または（内線 289）
　　　　　　　　　　（平日８　　　　　　　　　　（平日８時 30分～ 17時 15分）分）
▼奈良県高田こども家庭相談ｾﾝﾀｰ　奈良県高田こども家庭相談ｾﾝﾀｰ　☎0745・22・6079（0745・22・6079（平日 8時 30分～ 17時 15分）平日 8時 30分～ 17時 15分）
▼奈良県中央こども家庭相談ｾﾝﾀｰ　奈良県中央こども家庭相談ｾﾝﾀｰ　☎0742・26・37880742・26・3788（上記以外の時間帯上記以外の時間帯）

または▼カルム五條　（直通）☎25・2631　または（内線 289）
　　　　　　　　　　（平日８時 30分～ 17時 15分）
▼奈良県高田こども家庭相談ｾﾝﾀｰ　☎0745・22・6079（平日 8時 30分～ 17時 15分）
▼奈良県中央こども家庭相談ｾﾝﾀｰ　☎0742・26・3788（上記以外の時間帯）
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こそだてひろば

　

紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
し
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！

（
５
歳
ま
で
の
児
童
と
保
護
者
）

■
日
時　

毎
週
火
・
木
曜
日

　

13
時
〜
13
時
30
分

え
ほ
ん
の
広
場

毎週
火・木

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
！

  
五
條
児
童
館

　

毎
月
１
回
、
児
童
館
で
お
子
さ

ん
の
身
長
、体
重
を
計
測
し
ま
す
。

■
日
時　

第
１
月
曜
日

　

９
時
〜
17
時
（
い
つ
で
も
）

お
お
き
く
な
っ
て
ね
！

成
長
の
記
録
を
残
そ
う

本
や
お
話
に
親
し
も
う

　

五
條
児
童
館
は
、
市
内
に
在
住

す
る
18
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
が

自
由
に
過
ご
せ
る
施
設
で
す
。
友

だ
ち
と
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
読

書
や
宿
題
を
し
た
り
、
楽
し
く
過

ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
申
込
・
問
合
先　

五
條
児
童
館

☎
２
２
・
２
２
２
８

ぴよぴよの広場　

毎週火曜10時～11時
（H28.4/2生～H29.4/1生で
　　　　生後６か月～対象 )

０歳児
　対象

バンビの広場　

毎週水曜10時～11時
（H27.4/2～H28.4/1生対象）

１歳児
対象

おたまじゃくしの広場　

毎週木曜10時～11時
（H26.4/2～H27.4/1生対象）

２歳児
 対象

第 1
月曜日（

平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
開
館
）

五
條
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

11/１
（水）

は
っ
ぴ
ぃ

オ
ー
プ
ン
し
ま
す

　

イ
オ
ン
五
條
店
２
階
に
、
乳
児

や
幼
児
お
よ
び
そ
の
保
護
者
が
相

互
の
交
流
を
行
う
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

つどいの広場

１歳～
　５歳

毎週月・金曜日
9時30分～11時30分
（カルム五條で開催・申込不要）

■申込・問合先
　子育て支援センターはっぴぃ
☎２５・２５５５

五
條
バ
ス

セ
ン
タ
ー

イオン五條店２階

はっぴぃ

入口

相談室

授乳室・
おむつ交換室

にこにこルーム
（一時預かり事業）

　「用事ができた」「仕事が入った」など、

家庭で一時的に保育が困難になった場合

に、有料で子どもを預かります。

※利用するには事前登録が必要です。

■開所日■開所日　　月～土曜日　　月～土曜日

■対象者■対象者　市内に住所を有する
　　　　　満１歳以上小学校就学前
　　　　　の幼児　　　　　の幼児

■実施時間■実施時間　8時 30分～8時 30分～
　　　　　　　　　16時 30分

（祝日・年末年始は除く）

わくわくルーム
（地域子育て支援拠点事業）

　親子で自由に遊べる場です。遊びの

中から、子ども同士・親同士の交流、

子育ての悩みの相談ができます。

※保育士が常勤しています。

■開所日■開所日　　火～土曜日　　火～土曜日

■対象者　０歳から就学前の子ども　０歳から就学前の子ども
　　　　　と保護者
　　　　　※必ず保護者と一緒に利
　　　　　　用してください。

■開所時間■開所時間

①親子の交流・遊び場　10時～ 16時親子の交流・遊び場　10時～ 16時

②子育て相談　10時～ 18時 30分②子育て相談　10時～ 18時 30分

（祝日・年末年始は除く）（祝日・年末年始は除く）

（受付 18時まで）（受付 18時まで）

■利用料金■利用料金　子ども１人につき　子ども１人につき
▼４時間以内のとき　日額 900 円▼４時間以内のとき　日額 900 円
▼4時間を超えるとき　日額 1,800 円4時間を超えるとき　日額 1,800 円

■申込方法■申込方法　利用日の１か月前から　利用日の１か月前から
　　　　　　申込みできます。　　　　　　申込みできます。

　　　　　※
　　 　 　

■開所日　　月～土曜日

■対象者　市内に住所を有する
　　　　　満１歳以上小学校就学前
　　　　　の幼児

■実施時間　8時 30分～
　　　　　　　　　16時 30分

（祝日・年末年始は除く）
■開所日　　火～土曜日

■対象者　０歳から就学前の子ども
　　　　　と保護者
　　　　　※必ず保護者と一緒に利
　　　　　　用してください。

■開所時間

①親子の交流・遊び場　10時～ 16時

②子育て相談　10時～ 18時 30分

（祝日・年末年始は除く）

（受付 18時まで）

■利用料金　子ども１人につき
▼４時間以内のとき　日額 900 円
▼4時間を超えるとき　日額 1,800 円

■申込方法　利用日の１か月前から
　　　　　　申込みできます。

く）除く）

にこにこルーム
わくわくルーム受付・

事務室

にこにこルーム

わくわくルーム

受付・事務室

この看板が目印！
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こそだてひろば
■
支
給
の
条
件

　

次
の
要
件
全
部
に
該
当
す
る
人

で
す
。

①
平
成
29
年
11
月
15
日
現
在
、
市

内
に
居
住
し
て
い
る
人
（
平
成

30
年
３
月
末
日
以
前
に
市
外
に

転
出
予
定
の
人
を
の
ぞ
く
）

②
子
ど
も
が
平
成
30
年
４
月
に
五

條
市
立
ま
た
は
県
立
の
小
・
中

学
校
に
入
学
予
定
の
人

③
次
の
い
ず
れ
か
の
就
学
援
助
の

要
件
に
該
当
す
る
人

▼
児
童
扶
養
手
当
法
に
も
と
づ
く

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
世
帯

▼
地
方
税
法
に
も
と
づ
く
平
成
29

年
度
市
民
税
が
非
課
税
で
あ
る

世
帯

▼
地
方
税
法
に
も
と
づ
く
平
成
29

年
度
市
民
税
課
税
が
均
等
割
課

税
の
み
で
あ
る
世
帯

平
成
30
年
４
月
に
小
学
校
・
中
学
校
に

　

入
学
予
定
の
子
ど
も
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

就
学
援
助
の
入
学
前
支
給

（
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
等
準
備
金
）

　

平
成
30
年
４
月
に
五
條
市
立
ま
た
は
県
立
の
小
・
中
学
校

に
入
学
予
定
の
子
ど
も
の
保
護
者
に
、
就
学
援
助
の
新
入
学

児
童
生
徒
学
用
品
等
準
備
金
を
入
学
前
に
支
給
し
ま
す
。

■
支
給
額
・
支
給
決
定
通
知

　

お
よ
び
支
給
時
期

■
支
給
予
定
額　

▼
小
学
校
入
学
予
定
の
子
ど
も　

（
１
人
に
つ
き
）
４
０
６
０
０
円

▼
中
学
校
入
学
予
定
の
子
ど
も

　
（
１
人
に
つ
き
）
４
７
４
０
０
円

■
支
給
決
定
通
知
・
支
給
時
期　

 

平
成
30
年
１
月
中
旬
に
通
知
、

２
月
初
旬
〜
中
旬
ご
ろ
に
支
給

予
定
で
す
。

■
支
給
方
法　

 

保
護
者
の
口
座
に

振
り
込
み
ま
す
。

※

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

■
申
請
手
続

■
申
請
場
所　

学
校
教
育
課

■
受
付
期
間　

11
月
15
日
（
水
）

　

〜
12
月
15
日
（
金
）

※

受
付
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
支
給

で
き
ま
せ
ん
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

①
平
成
29
年
度
新
入
学
児
童
生
徒

学
用
品
等
準
備
金
受
給
申
請
書

②
印
鑑
（
朱
肉
使
用
の
も
の
）

　

移
動
式
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
は
、
イ
ベ

ン
ト
等
の
会
場
に
設
置
す
る
こ
と
で
、

乳
幼
児
の
お
む
つ
交
換
や
授
乳
ス
ペ

ー
ス
と
し
て
、
来
場
者
が
利
用
で
き

る
移
動
式
の
テ
ン
ト
で
す
。

　

乳
幼
児
を
連
れ
た
保
護
者
が
安
心

し
て
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
で
き
る
よ

う
に
、
市
内
で
イ
ベ
ン
ト
等
を
主
催

す
る
団
体
に
移
動
式
赤
ち
ゃ
ん
の
駅

を
無
料
で
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す
の

で
、
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
活
用
し
て
く
だ
さ
い

移
動
式
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
を

　

貸
し
出
し
し
て
い
ま
す

■
貸
し
出
し
す
る
も
の　

テ
ン
ト
一

式
、
折
り
た
た
み
式
お
む
つ
交
換

台
、
授
乳
用
パ
イ
プ
い
す

■
手
続
の
方
法　

①
イ
ベ
ン
ト
開
催

決
定
後
に
申
請
書
等
を
提
出
②
審

査
後
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
③
五

條
児
童
館
で
貸
し
出
し
④
使
用
後

に
使
用
実
績
報
告
書
を
添
え
て
返

却
し
て
く
だ
さ
い
。

※

使
用
条
件
等
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

※

申
請
方
法
や
申
請
書
の
様
式
等
は
、

五
條
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す

■
申
請
・
問
合
先　

児
童
福
祉
課

　
（
内
線
３
４
９
）

学校教育課
■
問
合
先　

学
校
教
育
課

　
（
内
線
８
２
６
）

移
動
式
赤
ち
ゃ
ん
の
外
観

折りたたみ式おむつ交換台
と授乳用パイプいす
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第 102 回

 These days, we can find food from around the world 
in every country. You can eat French croissants, Indian curry, 
and American style hamburgers even in Japan, while people 
worldwide enjoy traditional Japanese foods such as sushi, 
udon, and soba. However, people often change the flavors to 
match their preferred tastes, so you always get a slightly 
different experience depending on where you are. For example, 
I like getting sweet curry because I'm not so good with spicy 
foods, but we usually can't order sweet curry in the US. 
Another example is shaved ice. American shaved ice is very 
chunky and crunchy. But when I ate bingsu in Korea, the ice 
was shaved so thin it was almost like powder. Japanese 
kakigoori is somewhere in between the two. Out of the three, I 
think I like the Korean style of shaved ice the best. 
 Perhaps you have eaten an “American dog” before. 
It's a normal hot dog covered in batter and deep fried, right? In 
the US we have something similar called a corn dog. However, 
as its name suggests, the corn dog uses corn flour, whereas 
“American dogs” usually use wheat flour. As a result, it may 
look American, but the taste isn't American at all! The first time 
I had one, I was disappointed because I was hoping to eat 
something that reminded me of home. But now I've come to 
appreciate the unique Japanese style, even if I still think the 
name is a little strange.
 Of course, there are some foods that stay the same 
no matter where you go. You can get boiled, scrambled, or 
fried eggs almost anywhere, and they will probably taste about 
the same. However, you might be surprised at just what foods 
are very different from what you're used to. If you travel 
overseas, I recommend trying everything you can! 

　最近は、いろいろな所で世界中の食べ物が手に入ります。日本
にいても、フランスのクロワッサンやインドのカレー、アメリカ
のハンバーガーを食べることができます。その一方では、世界中
の人々が、寿司やうどん、そばなどの伝統的な日本食を楽しんで
います。しかし、人々はその味を、自分達の好みに合う様によく
変えます。だから、行く先々で少しずつ違った体験ができます。
例えば、私はスパイスのきいた食べ物はあまり得意ではないので、
甘口のカレーが好きになってきました。けれど、アメリカでは甘
口のカレーは、普通注文できません。次にかき氷ですが、アメリ
カのかき氷はとても荒くてザクザクとしています。でも、私が韓
国で食べた「ビンス（bingsu）」というかき氷は、氷がとても薄
く削られていて、ふわふわでした。日本のかき氷は、アメリカと
韓国のちょうど間の様な食感です。この三つのかき氷の中では、
私は韓国のビンスが一番好きです。

　皆さんは「アメリカンドッグ」を食べたことがあると思います。
ソーセージを生地につけて揚げたものですよね？アメリカには、
それに似た「コーンドッグ（corn dog）」と呼ばれる食べ物があ
ります。その名の通り、コーンドッグにはトウモロコシ粉（corn 
flour）が使われます。けれど、（日本の）アメリカンドッグには
小麦粉（wheat flour）が使われています。つまり、アメリカンド
ッグはアメリカの食べ物の様に思いますが、味は全く違うので
す！初めてアメリカンドッグを食べたとき、私はがっかりしまし
た。故郷を思い出させてくれる味を想像しながら食べたからです。
でも今は日本独自のアメリカンドッグも受け入れています。その
名前はまだ少し変だなと思っていますが。

　もちろん、（世界中）どこで食べても味が同じ食べ物もありま
す。ゆで卵、スクランブルエッグ、卵焼きなどはどこでも手に入
るでしょうし、おそらく味も同じでしょう。しかし、慣れ親しん
だ食べ物が、全くちがう食べ物になっていることにも驚かされま
す。海外旅行をするなら、できるだけたくさんの食べ物に挑戦さ
れることをお薦めします！

Different Tastes 異なる味

“Out of the three”
　この表現は、多くのものを比較するときに使います。” Out of” という言葉は、
あるものを一つだけ集団の中から「取り出す（out）」ときに使われます。他
の物との違い（より似ているものだとか、より高価なものだとか、自分の好
みだなど）を明らかにするためです。” the three” の部分には、あなたが比べ
ている物の数が入ります。私の場合は 3種類のかき氷でした。比べる物の数
によって数字を変えることができます。

図書館

図書館HP
蔵書検索

図
書
館
だ
よ
り

お
知
ら
せ

■
問
合
先　

市
立
図
書
館

☎
２
２
・
４
１
３
３
（
水
曜
休
館
）

新
刊
本
棚

11 月

　

「
人
は
誰
で
も
死
ぬ
」
と
い

う
絶
対
的
事
実
に
、
ど
う
向
き

合
い
、
ど
う
生
き
れ
ば
よ
い
の

か
。
こ
の
4
月
に
逝
去
し
た
渡

部
昇
一
が
生
涯
を
か
け
て
追
究

し
た
人
間
の
死
と
魂
の
存
在
に

つ
い
て
の
思
索
の
書
。

阿
部
泉
／
監
修　

清
水
書
院

渡
部
昇
一
／
著　

扶
桑
社

　

日
本
の
歴
史
を
オ
ー
ル
カ
ラ

ー
の
ま
ん
が
で
紹
介
。
学
校
の

勉
強
や
受
験
に
役
立
つ
解
説
ペ

ー
ジ
も
充
実
。
１
〜
12
巻
。
別

巻
２
巻
。

ミ
ッ
チ
ェ
ル
・
モ
フ
ィ
ッ
ト
／
著

文
響
社

あ
さ
の
あ
つ
こ
／
著　

小
学
館

学研まんが
NEW日本の歴史 

西
山
耕
一
郎
／
著　

飛
鳥
新
社

末ながく、お幸せに 魂は、あるか？

話したくなる
世界の国旗

大
石
学
／
監
修　

学
研

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ワ
イ
ル
ド
／
文

岩
崎
書
店

新

図
書
館
司
書

　

お
ス
ス
メ

お
と
な
の
本

こ
ど
も
の
本

この本をかくしてかえたい二人

令
丈
ヒ
ロ
子
／
著

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

いきなり
サイエンス

肺炎がいやなら、
のどを鍛えなさい

『
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
』

　

を
開
催
し
ま
す

　

寄
贈
さ
れ
た
図
書
や
保

存
期
限
が
切
れ
た
雑
誌
等

を
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

■
期
間

　

11
月
３
日
（
金
・
祝
）

　
　

〜
11
月
５
日
（
日
）

■
場
所　

五
條
小
学
校

体
育
館

■
問
合
先　

生
涯
学
習
課

（
内
線
８
２
５
）

すーくん
五條市立
図書館
c

“Out of the three”
We often use this phrase when comparing multiple things. “Out of” is 
used because you are taking one thing “out” of the group to say how it is 
different from the others (closer, more　expensive, your favorite, etc.). 
“The three” is a shortened version of the noun you're comparing ‒ in this 
case, three kinds of shaved ice. You can change the number depending
on how many things you have to compare.

え
ほ
ん
の
と
び
ら

　

11
月
11
日
（
土
）

 

　

10
時
30
分
〜

お
は
な
し
会

　

11
月
26
日
（
日
）

 

　

10
時
30
分
〜

薦めします！

言葉は、
。他
の好
が比べ
物の数

s 

s 

こんに
ちは、

　

ブリア
ンナ・

パイル
です

■■
問
合
先

市
立
図
書
館

文文

展
示
本
の
ご
案
内

　

11
月
中
旬
か
ら

「
認
知
症
を
知
ろ
う
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
本
を

展
示
し
ま
す
。
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原
内
親
王
の
母
親
で
あ
る
酒
人
内
親
王
は
、

当
時
、
都
で
大
き
な
力
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。

井
上
内
親
王
と
他
戸
親
王
が
亡
く
な
っ
た
時
に

斎
王
の
任
を
解
か
れ
、
山
部
親
王
（
後
の
桓
武

天
皇
）
の
妃
に
な
り
ま
し
た
が
『
日
本
後
記
』

に
は
「
容
貌
殊
麗
」
、
そ
の
美
し
さ
の
た
め
、

桓
武
天
皇
の
寵
愛
を
受
け
て
い
た
と
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
書
の
筆
者
は
藤
原
式
家
の
藤
原
緒
嗣

で
、
井
上
内
親
王
を
廃
皇
后
に
追
い
や
っ
た
藤

原
百
川
の
長
男
で
す
か
ら
、
こ
の
後
も
悪
意
も

含
ん
だ
表
現
が
続
き
ま
す
。

　
　

原
内
親
王
の
死
を
悲
し
ん
だ
酒
人
内
親
王

は
、
東
大
寺
に
大
般
若
経
、
金
剛
般
若
経
を
奉

納
し
、
美
濃
国
や
、
越
前
国
、
越
後
の
墾
田
を

寄
進
し
ま
し
た
。
東
大
寺
の
燈
火
会
も
大
事
に

し
た
信
仰
心
の
深
い
人
で
し
た
。
自
分
の
遺
言

を
、
弘
法
大
師
空
海
に
代
筆
し
て
も
ら
っ
て
、

そ
れ
が
『
性
霊
集
』
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
こ
に
も
、
自
分
の
地
所
な
ど
を
寺
院
に
寄
進

す
る
と
い
う
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
井

上
内
親
王
に
つ
い
て
も
鎌
倉
時
代
に
書
か
れ
た

「
水
鏡
」
や
江
戸
時
代
の
「
日
本
政
記
」
に
は

そ
の
人
柄
を
故
意
に
曲
げ
る
表
現
が
あ
り
、
歴

史
を
俯
瞰
す
る
視
点
か
ら
修
正
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　

人
内
親
王
は
76
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

井
上
内
親
王
の
事
件
の
後
、
動
乱
の
都
で
生
き

抜
い
た
女
性
た
ち
の
こ
と
を
忘
れ
る
訳
に
は
い

き
ま
せ
ん
。（

文
）
館
長
・
学
芸
員　

川
村 

優
理

入社 3年目生産ライン 伊藤卓司

４月から新会社として発足しました。いろんなことにチャレンジしな

がら、新しい職場環境をみんなで作り上げています。

　木造建築のプレカットを通じて、高精度、高品質の部材
を提供します。

　木造建築部材を、CADシステムを活用し、自動化されたプレ

カット加工機により、高品質高精度な部材供給を実現していま

す。図面類から、各種部材の積算までをトータルでご提案いた

します。

五條市の元気な企業と従業員 FILE.029 株式会社 丸紅住宅資材
このコーナーでは市内の企業と、そこで働く若者を紹介。市内での就職を促進し、元気なまちづくりをめざします。

株式会社 丸紅住宅資材
（住川町 1305 番地　テク

ノパーク・なら工業団地内
）

☎０７４７・２６・３６１
０

■問合先 企業観光戦略課（内線 215）

月曜休館（月曜が祝日の場合は翌日）　入館料（大人300円、小人200円）　■藤岡家住宅☎22・4013（近内町526）
　
　

年
は
井
上
内
親
王
生
誕
１
３
０
０
年
で
あ
る

と
同
時
に
、
井
上
内
親
王
の
孫
、
朝
原
内
親
王
が

没
し
て
１
２
０
０
年
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
朝
原

内
親
王
は
、
宝
亀
10
年
（
７
７
９
年
）
、
桓
武
天

皇
を
父
に
、
井
上
内
親
王
の
娘
・
酒
人
内
親
王
を

母
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
五
條
に
宇
智
川
磨
崖
碑
が

建
て
ら
れ
た
翌
年
の
こ
と
で
す
。

　
　

母
の
井
上
内
親
王
も
、
母
・
酒
人
内
親
王
も
、

伊
勢
神
宮
に
奉
仕
す
る
「
斎
王
」
を
務
め
て
い
ま

す
が
、
朝
原
内
親
王
は
４
歳
で
斎
王
に
な
る
こ
と

が
決
ま
り
、
そ
の
３
年
後
伊
勢
に
入
り
ま
し
た
。

桓
武
天
皇
は
こ
の
皇
女
を
と
て
も
可
愛
が
っ
て
い

ま
し
た
。
内
親
王
が
斎
王
と
決
ま
る
と
、
造
斎
宮

長
官
が
任
命
さ
れ
、
斎
宮
寮
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

内
親
王
一
行
が
伊
勢
に
向
か
う
時
は
、
平
城
京
で

発
遣
の
儀
式
が
行
わ
れ
、
こ
の
儀
式
に
は
桓
武
天

皇
が
長
岡
京
か
ら
平
城
京
へ
行
幸
し
て
参
加
し
ま

し
た
。
天
皇
は
、
百
人
の
官
吏
と
共
に
内
親
王
を

大
和
国
の
国
境
ま
で
見
送
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
　

原
内
親
王
は
21
歳
で
斎
王
の
任
を
下
り
て
、

安
殿
親
王
（
後
の
平
城
天
皇
）
の
妃
に
な
り
ま
し

た
が
、
弘
仁
８
年
（
８
１
７
年
）
、
井
上
内
親
王

が
４
月
25
日
に
没
し
た
と
す
る
な
ら
同
じ
４
月
25

日
、
病
気
の
た
め
39
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

見取り図案内其の一〇七

◎
展
示
案
内　

12
月
22
日（
金
）ま
で

「
井
上
内
親
王
生
誕
１
３
０
０
年
」展

Itoh Takuji

酒

祖

「井上内親王の孫・朝原内親王没後 1200 年を祈って」

本

井上内親王について書かれた「日本政記」
巻五　頼山陽著（江戸時代後期）

朝

会社概要
内容　木造建築の構造材・羽柄材・合板の加工
　　　住宅メーカーや地域の工務店・木材店に提供しています。
代表者　　代表取締役　矢橋龍宜
操業年月日　　平成 29年４月 1日（創業１年目）
従業員　11人（平成 29年 10 月１日現在）

朝朝

さ
い
お
う

は
っ
け
ん

き
さ
き

あ　

て

よ
う
ぼ
う
こ
と
に
う
る
わ
し

お
つ
ぐ

も
も
か
わ

ふ
か
ん

◎イベント案内
11月11日（土）
開館９周年記念「琴と尺八の宴」
11月19日（日）
井上内親王生誕1300年
・朝原内親王没後1200年ｺﾝｻｰﾄ
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切
り
取
り
線

11/11
（土）

11/12
（日）

11/11
（土）

11/12
（日）

　

五
條
市
初
開
催
、
農
地
な
ど
を
あ
ら
す
イ
ノ
シ
シ
・

シ
カ
を
ジ
ビ
エ
料
理
と
し
て
、
美
味
し
く
楽
し
む
２

日
間
。
ぜ
ひ
食
べ
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■全国レトルトジビエカレーコンテスト
　全国にあるレトルトジビエカレーの中から厳選さ
れた 15 品以上のジビエカレーが集結。１回 300 
円で４品を選んで試食、あなたの１番のカレーを
探してください。

■ジビエと野菜を使った食育推進教室
　新米パパさん大歓迎、地域の食材で食育を考えます。
　（農林水産省・地域の魅了再発見食育推進事業）

■手づくりマルシェ
　アクセサリー・木工・陶芸の 40 店以上（12 日は 80 店以上）が出店。
腕によりをかけて作った作品を一挙に出品します。

■音×食フェスタ
　ジャズ、J-POP、バルーンパフォーマンスなどたくさんのアーティ
ストが出演。音楽と一緒にジビエール五條の食材を使ったジビエ料
理、カレーにシチュー、ジビエバーガーにフレンチなど絶品グルメ
を楽しんでください。

■主催　五條市
■共催　JAならけん西吉野柿部会、ジビエ・マルシェ・音 ×食実行委員会
■後援　農林水産省近畿農政局、奈良県

■JAならけん西吉野柿部会の柿の産直販売

　旬の柿を選果場から直送で販売します。

■
開
催
日　

11
月
11
日
（
土
）、
12
日
（
日
）　

　

10
時
〜
16
時　

※

少
雨
決
行

■
開
催
場
所　

上
野
公
園
総
合
体
育
館

　
（
シ
ダ
ー
ア
リ
ー
ナ
）

■
問
合
先　

農
林
政
策
課

　
（
内
線
２
８
４
）

新町「大野屋」 起業家
支援施設

　新町通りにある五條市起業家支援施設「大野屋」の出店者を
募集します。「大野屋」は、飲食店を始めてみたいと考える人
のために用意したチャレンジの場です。

■問合先　企業観光戦略課（内線 215）

出店者募集中！

説明会
を開催

■日時　11月 30日（木）14時～ 15時　
■募集対象　食堂スペース（平成 30年１月～３月末）
■場所　五條市役所　第２分庁舎 3階大会議室

第１回第１回 全国ジビエ・フェスタ 全国ジビエ・フェスタ第１回第１回 全国ジビエ・フェスタ 全国ジビエ・フェスタ第１回 全国ジビエ・フェスタ

■JAならけん

料

。

し
く
楽
し
む
２

。

五條市制施行 60周年記念事業五條市制施行 60周年記念事業五條市制施行 60周年記念事業五條市制施行 60周年記念事業五條市制施行 60周年記念事業
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切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

先
着
順
で
す
。

数
量
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　
10
日
 1
4 時
～
16
時

　
11
日
  
9 時
～
14
時福

引
券

第
48
回

五
條
市
農
林
産
物
品
評
会

五
條
ブ
ラ
ン
ド
の
農
林
畜
産
物
が
大
集
合

　

五
條
市
農
林
産
物
品
評
会
は
、

市
内
の
農
林
畜
産
物
の
出
来
栄
え

を
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
披
露
し
、

一
層
の
品
質
向
上
を
目
指
し
て
行

っ
て
い
ま
す
。
福
引
や
農
林
産
物

の
販
売
な
ど
も
行
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
来
場
を
待
っ
て
い
ま
す
。

品
評
会
お
な
じ
み
の

楽
し
い
、
お
い
し
い
、

う
れ
し
い
イ
ベ
ン
ト

■
問
合
先

　

農
林
政
策
課
（
内
線
３
９
０
）

農
林
産
物
の
展
示
会

　

11
月
10
日
（
金
）

　

14
時
〜
16
時

　

11
月
11
日
（
土
）

　

９
時
〜
14
時

品
評
会

　

11
月
11
日
（
土
）

▼
13
時
〜
表
彰
式

▼
14
時
10
分
〜
も
ち
ま
き　

▼
14
時
40
分
〜
出
品
物
の
即
売

11
月
10
日
（
金
）

▼
14
時
〜
16
時

＊
福
引
抽
選
会

＊
関
係
団
体
の
農
林
産
物
販
売

＊
ポ
ン
菓
子
の
無
料
配
布

＊
お
茶
席
（
抹
茶
・
お
茶
菓
子
）

＊
ジ
ビ
エ
汁
・
ち
ら
し
寿
司

▼
14
時
〜
（※

数
量
限
定
）

＊
た
ま
ご
の
販
売
（
１
パ
ッ
ク
50
円
）

11
月
11
日
（
土
）

▼
9
時
〜
・
11
時
〜
（※

数
量
限
定
）

＊
た
ま
ご
の
販
売
（
１
パ
ッ
ク
50
円
）

▼
９
時
〜
14
時

＊
福
引
抽
選
会

＊
関
係
団
体
の
農
林
産
物
販
売

＊
ポ
ン
菓
子
の
無
料
配
布

＊
Ｊ
Ａ
女
性
部
バ
ザ
ー

＊
ち
ら
し
寿
司

▼
10
時
〜
14
時

＊
ミ
ル
ク
シ
ェ
イ
ク
無
料
配
布

＊
お
茶
席
（
抹
茶
・
お
茶
菓
子
）

※

雨
天
時
に
は
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

11月10日金 11日土

上野公園総合体育館
（シダーアリーナ）
※11日はジビエフェスタ・手作りマルシェと併催

※両日雨天決行

■問合先　食の乱反射事務局
　（手作りﾊﾑ･ｿｰｾｰｼﾞ工房ばあく内）
☎25・0701  URL　www.syokuran.jp/

　

今
年
で
21
回
目
を
迎
え
る

食
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
秋
空

の
下
、「
本
物
」
を
味
わ
い
に

来
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　

11
月
12
日
（
日
）

　

10
時
～
15
時

※

小
雨
決
行

■
場
所
　

大
川
橋
河
川
敷
北
側

■
費
用
　

食
事
チ
ケ
ッ
ト
１
２

０
０
円
（
限
定
７
０
０
食
）

※

入
場
は
無
料

■
そ
の
他
　

マ
イ
お
皿
・
箸
・

コ
ッ
プ
の
３
点
を
持
っ
て
き

た
人
に
粗
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
♪

（
先
着
３
０
０
人
）

食
の
乱
反
射
11/12
（日）

柿
の
里
ま
つ
り
２
０
１
７

　

澄
ん
だ
秋
空
の
下
、
日
本
の
古

き
良
き
原
風
景
の
１
つ
に
数
え
ら

れ
る
柿
畑
に
囲
ま
れ
た
柿
の
里
・

西
吉
野
に
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
!!

■
日
時　

11
月
23
日
（
木
・
祝
）

　

９
時
〜
15
時　

※

雨
天
決
行

■
場
所　

Ｊ
Ａ
な
ら
け
ん
西
吉
野

柿
選
果
場
（
西
吉
野
町
奥
谷
１

９
５
５
番
地
）

■
問
合
先　

Ｊ
Ａ
な
ら
け
ん
西
吉

野
柿
選
果
場

☎
３
４
・
０
１
０
５

日
本
一
の
柿
の
ま
ち
五
條
市

第１回 全国ジビエ・フェスタ第１回 全国ジビエ・フェスタ

11/23
（祝）
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11/３
（祝）

11/４
（土）

11/５
（日）

第
46
回
五
條
市
文
化
祭

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
日
頃
の
文
化
活
動
の
成
果

を
発
表
と
展
示
の
２
部
門
で
発
揮
し
ま
す
。

　

今
年
は
国
文
祭
・
障
文
祭
の
分
野
別
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
「
五
條
市
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２

０
１
７
」
と
同
時
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ

来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
い
内
容
は
文
化
祭
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

染色家 吉岡幸雄氏染色家 吉岡幸雄氏染色家 吉岡幸雄氏 尾野真千子さん尾野真千子さん尾野真千子さん

河瀨直美監督河瀨直美監督河瀨直美監督

■日程

９時 30分～
10 時～
11時～
12時 45分～
14 時～

15時 50分～

映画（殯の森）上映（開場 13:30~)

柿の無料配布（数量限定）
講演会（吉岡幸雄氏によるあかね染め講演）
オープニング（仁優園、五小ﾀﾞﾝｽ・金管ﾊﾞﾝﾄﾞ）

トークショー　
河瀨直美氏（観光大使）×尾野真千子氏（名誉市民）

時　間 11月３日（金）のプログラム 場　所

市民会館

市民会館前

五條中学校

もがり

開会行事

９時～
　　16時 作品展示（市民会館・中央公民館・五條小学校）

12時 30分～
16時 10分

時　間 11月４日（土）のプログラム 場　所

市民会館発表第１部

９時～ 16時 作品展示（市民会館・中央公民館・五條小学校）

10時 30分～
11時 35分

時　間 11月５日（日）のプログラム 場　所

市民会館発表第２部

12時 30分～
15時 25分 市民会館発表第３部

９時～ 15時 30分 作品展示（市民会館・中央公民館・五條小学校）
■問合先　生涯学習課（内線 825）

大
和
の
ま
つ
り

　
「
国
文
祭
・
障
文
祭
な
ら
２
０
１
７
」
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
飾
る
「
大
和
の
ま
つ
り
」
が
、
五
條
市
で
開
催

さ
れ
、
県
内
の
民
俗
芸
能
と
創
作
踊
り
「
大
和
総
お

ど
り
」
が
披
露
さ
れ
ま
す
。
最
後
は
み
ん
な
で
一
緒

に
踊
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
ょ
う
。
地
域
の
名
産
や

特
産
品
の
販
売
ブ
ー
ス
も
出
展
し
ま
す
。

第
32
回
国
民
文
化
祭
・
な
ら
2
0
1
7

第
17
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
な
ら
大
会

総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

フ
ィ
ナ
ー
レ
イ
ベ
ン
ト

■
日
時　

11
月
25
日
（
土
）

　

13
時
30
分
〜
17
時

　
（
開
場
12
時
30
分
）

■
会
場　

上
野
公
園
総
合
体
育
館

　
（
シ
ダ
ー
ア
リ
ー
ナ
）

■
参
加
費　

無
料
（
申
込
不
要
）

■問合先　
「国文祭・障文祭なら 2017」
総合フェスティバル事務局
☎0742・36・0007（平日 10 時～ 17 時）
FAX 0742・33・6441
メール nara2017@impact.co.jp
http://nara-kokushoubun.jp/

井上内親王と他戸親王

■日程　11月 11日（土）・12日（日）

※両日同じコースです。

■費用　5,500 円

（昼食、記念品代、ガイド料、保険料ほか）

■集合・定員　ＪＲ五条駅　９時 30分（先

着25人）、近鉄福神駅９時集合（先着45人）

※福神駅から五条駅まで送迎バスあり。

　井上内親王と他戸親王ゆかりの地

を、五條市観光戦略アドバイザーの

「ひげの梶さん」こと梶本晃司氏と

一緒に巡ります。

■申込・問合先　やまとびとツアーズ
☎0744・43・8205　（平日 10時～ 17時）

ひげの梶さんと歩く！

■行程　JR五条駅～聖神社～井上院～さく

ら井戸～吉野川～御霊神社～御霊本宮～井

上内親王・宇智陵～他戸親王のお墓～ JR

五条駅解散（16時）

五條市からは「篠原踊り」、
地区婦人会連絡協議会が
「大和総おどり」で出演！

昨年度の大好評企画再び！
日帰りウォークツアー

11/25
（土）

11/11
（土）

11/12
（日）

おしらせ・イベント

子
ど
も
大
集
会
・
交
流
会

　

参
加
者
募
集

第
４
回
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム 

　

参
加
者
募
集

カ
ル
ム
五
條

 

み
ん
な
で
歩
き
ま
せ
ん
か

第
12
回
五
條
市
長
寿

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
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染色家 吉岡幸雄氏 尾野真千子さん

河瀨直美監督

瀨

桂 
雀
太
氏

本
市
出
身
の
落
語
家

五
條
市
観
光
大
使
に
就
任

　

本
市
出
身
の
落
語
家
「
桂
雀
太
」

氏
が
観
光
大
使
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
観
光
大
使
と
し
て
、
本

市
の
魅
力
を
全
国
に
広
く
発
信
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
回
、
観
光
大
使
就
任
に
あ
た
り

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　プロフィール
五條市出身、高校までを五條市で過ごす。
大学卒業後初めて見た「桂雀三郎」の寄席に衝
撃を受けて平成 14 年に「桂雀三郎」に入門。
　平成 28 年度に行われたNHK新人落語大賞に
て大賞を受賞、常に新しいスタイルを追求し日々
成長を遂げる若手落語家の代表格。

　

栄
え
あ
る
五
條
市
観
光
大
使
に
任
命
し
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、

落
語
で
全
国
各
地
津
々
浦
々
に
で
か
け
ま
す
。
そ

の
先
々
で
五
條
市
の
ア
ピ
ー
ル
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
微
力
な
が
ら
精
一
杯
勤
め

て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■問合先　企業観光戦略課（内線２３５）

おしらせ・イベント

　

次
の
と
お
り
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

■
日
時　

11
月
26
日
（
日
）

　

８
時
30
分
受
付
開
始　

※

雨
天
延
期
の
場
合
、
当
日
７
時
に

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
☎
２
２
・

２
０
０
０
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

延
期
の
場
合
、
12
月
17
日
（
日
）

■
開
催
場
所　

阿
田
峯
運
動
公
園

■
参
加
資
格　

市
内
に
在
住
す
る
60

歳
以
上
の
人

※

原
則
１
チ
ー
ム
４
人
〜
６
人
以
内

■
申
込
方
法　

11
月
15
日
（
水
）
ま

で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
・
問
合
先　

介
護
福
祉
課

　
（
内
線
２
４
９
）

　

今
年
度
は
市
内
の
御
霊
神
社
等
を

巡
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
二
見
御
霊

神
社
・
畑
田
八
坂
神
社
を
歩
き
ま
す
。

楽
し
く
み
ん
な
で
歩
き
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

11
月
29
日
（
水
）

　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
集
合
場
所　

二
見
公
民
館
駐
車
場

※

雨
天
の
場
合
は
カ
ル
ム
五
條

■
内
容　

約
5.5
キ
ロ
程
度
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ

■
指
導
者　

五
條
市
運
動
普
及
推
進
員

■
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、

タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の
で
き
る
飲

み
物
（
雨
天
の
場
合
は
上
履
き
）

■
申
込
方
法　

11
月
24
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
先　

カ
ル
ム
五
條

　
（
内
線
２
９
０
）

　
「
協
働
と
連
携
の
ま
ち
づ
く
り
・

奈
良
モ
デ
ル
」
を
テ
ー
マ
に
知
事
・

市
町
村
長
が
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

12
月
２
日
（
土
）

　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
場
所　

天
川
村
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
（
天
川
村
沢
谷
60
）

■
対
象
者　

県
内
に
在
住
・
在
勤
し

て
い
る
人
（
１
５
０
人
程
度
）

■
申
込
方
法　

11
月
17
日
（
金
）
ま

で
に
①
郵
送
②
F
A
X
③
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
④
奈

良
県
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
、
参

加
決
定
者
に
は
参
加
票
を
送
り
ま

す
。

■
申
込
・
問
合
先　

奈
良
県
政
策
推

進
課
「
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
担
当

☎
０
７
４
２
・
２
７
・
８
４
７
２

FAX
０
７
４
２
・
２
２
・
８
０
１
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.pref.nara.jp/32939.htm

　

五
條
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

（
市
子
連
）
で
は
、
子
ど
も
の
健
全

育
成
と
親
睦
の
た
め
、
万
博
記
念
公

園
内
「
E
X
P
O
C
I
T
Y
」
等
の

体
験
や
見
学
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

12
月
９
日
（
土
）

　

８
時
〜
17
時
ご
ろ

※

旧
中
央
体
育
館
前
集
合
・
解
散

■
場
所　

万
博
記
念
公
園

　
（
大
阪
府
吹
田
市
千
里
万
博
公
園
）

■
対
象
者  

市
内
に
在
住
す
る
小
学

３
年
生
か
ら
中
学
２
年
ま
で
の
児

童
・
生
徒

※

市
子
連
に
加
入
し
て
い
な
い
児

童
・
生
徒
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
参
加
費  

５
０
０
円
（
子
ど
も
会

会
員
は
無
料
）

■
定
員　

先
着
20
人

■
指
導
者  

市
子
連
役
員

■
持
ち
物  

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
・
水

筒
・
タ
オ
ル
・
筆
記
具
・
雨
具

※

活
動
に
適
し
た
服
装
・
運
動
靴
で

来
て
く
だ
さ
い
。

※

昼
食
は
市
子
連
で
用
意
し
ま
す
。

■
申
込
方
法　

11
月
17
日
（
金
）
ま

で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

生
涯
学
習
課

　
（
内
線
８
２
０
）

募　集

子
ど
も
大
集
会
・
交
流
会

子
ど
も
大
集
会
・
交
流
会

　

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

子
ど
も
大
集
会
・
交
流
会

　

参
加
者
募
集

募　集

第
４
回
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

回
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム 

　

参
加
者
募
集

　

参
加
者
募
集

第
４
回
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム 

　

参
加
者
募
集

募　集

カ
ル
ム
五
條

カ
ル
ム
五
條

 

み
ん
な
で
歩
き
ま
せ
ん
か

み
ん
な
で
歩
き
ま
せ
ん
か

カ
ル
ム
五
條

 

み
ん
な
で
歩
き
ま
せ
ん
か

募　集

第
12
回
五
條
市
長
寿

回
五
條
市
長
寿

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

第
12
回
五
條
市
長
寿

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
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おしらせ・イベント

■
そ
の
他　

体
操
・
運
動
が
で
き

る
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。
送

迎
を
希
望
す
る
人
は
申
込
時
に

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

在
宅
複
合
型

施
設　

友
語
苑
（
担
当
：
窪
・
脇
元
）

☎
２
６
・
１
８
１
８

※

五
條
市
の
委
託
事
業
で
す
。

　

指
ツ
ボ
刺
激
や
笑
い
で
体
温
上

昇
、
が
ん
予
防
・
免
疫
力
ア
ッ
プ

の
方
法
や
、
乳
製
品
の
摂
取
等
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

■
日
時　

11
月
27
日
（
月
）

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■
場
所　

南
宇
智
公
民
館

　
（
霊
安
寺
町
２
０
１
６
番
地
の
３
）

■
対
象
者　

介
護
さ
れ
て
い
る
人
、

介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
人

■
費
用　

無
料

■
そ
の
他　

送
迎
を
希
望
す
る
人

は
申
込
時
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

在
宅
複
合
型

施
設　

友
語
苑
（
担
当
：
窪
・
脇
元
）

☎
２
６
・
１
８
１
８

※

五
條
市
の
委
託
事
業
で
す
。

　

高
齢
者
を
対
象
に
、
理
学
療
法

士
が
運
動
器
機
（
マ
シ
ー
ン
）
を

使
っ
た
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で

き
る
よ
う
に
指
導
し
ま
す
。

■
時
間　

13
時
30
分
〜
15
時

■
場
所　

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

　
（
五
條
４
丁
目
５-

28
）

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
お

お
む
ね
65
歳
以
上
の
人

■
費
用　

無
料

■
開
催
日　

12
月
８
日
（
金
）
か

ら
平
成
30
年
３
月
23
日
（
金
）

ま
で
の
毎
週
金
曜
日（
全
15
回
）

■
定
員　

先
着
８
人

■
申
込
締
切　

11
月
24
日
（
金
）

■
そ
の
他　

医
師
か
ら
運
動
を
制

限
さ
れ
て
い
る
人
、
昨
年
度
こ

の
教
室
を
修
了
し
た
人
は
参
加

で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
合
先　

地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
内
線
３
０
９
）

　

民
俗
資
料
館
で
は
、
講
座
を
年

６
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
第
４
回

は
ク
リ
ス
マ
ス
用
の
素
敵
な
色
紙

を
作
り
ま
す
。
習
字
未
経
験
者
で

も
大
丈
夫
で
す
。

■
日
時　

11
月
14
日
（
火
）

　

10
時
30
分
〜
12
時

■
講
師　

坂
本
翠
香
先
生

■
参
加
費　

１
２
０
０
円

　
（
材
料
費
含
む
）

■
定
員　

先
着
20
人

■
持
ち
物　

工
作
用
の
り
、
ボ
ン

ド
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
、
お
し
ぼ
り
、

新
聞
紙
、
筆
ペ
ン
（
大
）

■
申
込
方
法　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

ハ
ガ
キ
・
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
①
氏
名
②
住
所
③
年
齢
④
連

絡
先
を
伝
え
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

民
俗
資
料
館

　
（
新
町
３
丁
目
３-

１
）（
月
曜
休
館
）

☎
・
FAX　

２
２
・
０
４
５
０

メ
ー
ル info@

tenchugum
i.jp

　

天
誅
組
や
幕
末
に
関
す
る
楽
し

い
講
座
を
年
５
回
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
「
梅
田
雲
浜
と
明
治

維
新
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
行

い
ま
す
。

■
日
時　

11
月
18
日
（
土
）

　

13
時
30
分
〜
15
時

■
場
所　

民
俗
資
料
館

■
参
加
費　

  

会
員
３
０
０
円
、

一
般
５
０
０
円

■
定
員　

  

先
着
40
人

 　

小
学
生
の
ス
カ
イ
ク
ロ
ス
大
会

が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
日
時　

12
月
16
日
（
土
）

　

９
時
〜
受
付
開
始

■
場
所　

中
央
公
園

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
小

学
３
年
生
〜
小
学
６
年
生

■
競
技
方
式　

全
10
コ
ー
ス
（
予

定
）
学
年
別
・
男
女
個
人
戦

■
申
込
方
法　

11
月
30
日
（
木
）

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
主
催
・
申
込
・
問
合
先　

五
條

市
ス
カ
イ
ク
ロ
ス
協
会
（
森
谷
）

☎
２
３
・
０
４
４
９

　

体
力
測
定
や
自
宅
で
行
え
る
自

主
運
動
指
導
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
理

学
療
法
士
が
指
導
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
８
日
（
水
）・
15

日（
水
）・
22
日（
水
）・
29
日（
水
）

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■
場
所　

西
谷
会
館

　
（
表
野
町
２
２
１
番
地
）

■
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す

る
65
歳
以
上
で
、
原
則
４
回
継

続
し
て
参
加
で
き
る
人
。

■
費
用　

無
料

■
講
師　

村
上
利
夫
先
生

　
（
元
小
浜
市
長
）

■
申
込
方
法　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

ハ
ガ
キ
・
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
①
氏
名
②
住
所
③
年
齢
④
連

絡
先
を
伝
え
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

民
俗
資
料
館

　
（
新
町
３
丁
目
３-

１
）（
月
曜
休
館
）

☎
・
FAX　

２
２
・
０
４
５
０

メ
ー
ル info@

tenchugum
i.jp

　

賀
名
生
の
里
で
採
れ
た
、
つ
る

や
松
ぼ
っ
く
り
な
ど
を
使
っ
て
ク

リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。

■
日
時　

11
月
25
日
（
土
）

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

※

小
学
生
は
保
護
者
同
伴

■
定
員　

先
着
20
人

■
参
加
費　

５
０
０
円

講　座

第
４
回

第
４
回

 

長
屋
門
さ
き
が
け
塾

長
屋
門
さ
き
が
け
塾

第
４
回

 

長
屋
門
さ
き
が
け
塾

講　座

第
４
回

第
４
回

 

長
屋
門
わ
く
わ
く
講
座

長
屋
門
わ
く
わ
く
講
座

第
４
回

 

長
屋
門
わ
く
わ
く
講
座

ア
ー
ト
講
座

　
　

ち
ぎ
り
絵

ア
ー
ト
講
座

 

ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ
ャ
ル
フ
ラ
ワ
ー

ヘ
ル
ス
講
座

　

エ
ク
サ
サ
イ
ズ

ア
ー
ト
講
座

  

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン

講　座

あ
の
う
体
験
塾

あ
の
う
体
験
塾

オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
リ
ス
マ
ス

オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
リ
ス
マ
ス

　

リ
ー
ス
を
作
ろ
う

　

リ
ー
ス
を
作
ろ
う

あ
の
う
体
験
塾

オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
リ
ス
マ
ス

　

リ
ー
ス
を
作
ろ
う

講　座

五
條
市
転
倒
骨
折
予
防
教
室

五
條
市
転
倒
骨
折
予
防
教
室

　

参
加
者
募
集

　

参
加
者
募
集

五
條
市
転
倒
骨
折
予
防
教
室

　

参
加
者
募
集

講　座

筋
力
ア
ッ
プ
運
動
教
室

筋
力
ア
ッ
プ
運
動
教
室

（
こ
ろ
ば
ぬ
先
の
運
動
教
室
）

（
こ
ろ
ば
ぬ
先
の
運
動
教
室
）

筋
力
ア
ッ
プ
運
動
教
室

（
こ
ろ
ば
ぬ
先
の
運
動
教
室
）

講　座

五
條
市
介
護
教
室

五
條
市
介
護
教
室

　

参
加
者
募
集

　

参
加
者
募
集

五
條
市
介
護
教
室

　

参
加
者
募
集

募　集

平
成
29
年
度
小
学
生

年
度
小
学
生

 
ス
カ
イ
ク
ロ
ス
大
会

ス
カ
イ
ク
ロ
ス
大
会

平
成
29
年
度
小
学
生

 
ス
カ
イ
ク
ロ
ス
大
会
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おしらせ・イベント
■
申
込
方
法　

電
話
か
メ
ー
ル
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

賀
名
生
の
里

歴
史
民
俗
資
料
館（
月
曜
休
館
）

※

11
月
４
日
（
土
）
は
開
館
、
24

日
（
金
）
は
休
館
し
ま
す
。

☎
３
２
・
９
０
１
０

メ
ー
ルanounosato-m

useum
@kcn.jp

　

来
年
の
干
支
、「
戌
（
い
ぬ
）」

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

11
月
27
日
（
月
）

　

13
時
〜
17
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
25
人
（
市
内
に
在

住
ま
た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
指
導
者　

森
岡
武
子
先
生

　
（
し
ゅ
ん
こ
う
ち
ぎ
り
絵
講
師
）

■
参
加
費　

２
３
０
０
円
（
材
料

費
円
２
０
０
０
円
・
利
用
団
体

会
費
３
０
０
円
）

※

今
年
度
ア
ー
ト
講
座
に
参
加
し

た
人
は
材
料
費
の
み
で
参
加
で

き
ま
す
。

■
持
ち
物　

フ
エ
キ
の
り
・
は
さ

み
・
鉛
筆
・
筆
（
小
）・
お
し

ぼ
り
・
鉄
筆
（
イ
ン
ク
の
出
な

い
ボ
ー
ル
ペ
ン
）・
先
の
と
が

っ
た
ピ
ン
セ
ッ
ト
・
め
う
ち（
洋

裁
に
つ
か
う
も
の
）
ま
た
は
竹

串

■
申
込
方
法　

11
月
20
日
（
月
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
あ
り（
要
予
約
・

無
料
）

※

２
歳
以
上
就
学
前
の
幼
児

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

　

ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ
ャ
ル
フ
ラ
ワ

ー
と
畳
の
ヘ
リ
を
使
い
、
し
め
縄

飾
り
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

12
月
２
日
（
土
）

　

10
時
〜
11
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
20
人
（
市
内
に
在

住
ま
た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
指
導
者　

松
本
朋
子
先
生

　
（
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）

■
参
加
費　

１
３
０
０
円
（
材
料

費
１
０
０
０
円
・
利
用
団
体
会

費
３
０
０
円
）

※

今
年
度
ア
ー
ト
講
座
に
参
加
し

た
人
は
材
料
費
の
み
で
参
加
で

き
ま
す
。

■
持
ち
物　

作
品
を
持
ち
帰
る
袋

■
申
込
方
法　

11
月
25
日
（
土
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
あ
り
（
要
予
約
・

無
料
）

※

２
歳
以
上
就
学
前
の
幼
児

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

　

楽
し
く
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

12
月
７
日
（
木
）

　

14
時
〜
15
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

25
人
（
市
内
に
在
住
ま

た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
指
導
者　

柳
澤
貴
久
子
先
生

　
（
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

■
参
加
費　

利
用
団
体
会
費
３
０

０
円
の
み

※

今
年
度
ヘ
ル
ス
講
座
に
参
加
し

た
人
は
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

■
持
ち
物　

体
操
が
で
き
る
服

装
・
タ
オ
ル
・
水
分
補
給
の
で

き
る
飲
み
も
の

■
申
込
方
法　

12
月
４
日
（
月
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
あ
り
（
要
予
約
・

無
料
）　

※

２
歳
以
上
就
学
前
の
幼
児

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

第
４
回

 

長
屋
門
さ
き
が
け
塾

第
４
回

 

長
屋
門
わ
く
わ
く
講
座

講　座

ア
ー
ト
講
座

ア
ー
ト
講
座

　
　

ち
ぎ
り
絵

　
　

ち
ぎ
り
絵

ア
ー
ト
講
座

　
　

ち
ぎ
り
絵

講　座

ア
ー
ト
講
座

ア
ー
ト
講
座

 

ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ
ャ
ル
フ
ラ
ワ
ー

ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ
ャ
ル
フ
ラ
ワ
ー

ア
ー
ト
講
座

 

ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ
ャ
ル
フ
ラ
ワ
ー

講　座

ヘ
ル
ス
講
座

ヘ
ル
ス
講
座

　

エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

エ
ク
サ
サ
イ
ズ

ヘ
ル
ス
講
座

　

エ
ク
サ
サ
イ
ズ

講　座

ア
ー
ト
講
座

ア
ー
ト
講
座

    

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン

ア
ー
ト
講
座

  

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン

　

季
節
を
彩
る
２
種
類
の
寄
せ
植

え
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

12
月
18
日
（
月
）

　

10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
25
人
（
市
内
に
在

住
ま
た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
指
導
者　

青
木
恵
子
先
生

　
（
ガ
ー
デ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

■
参
加
費　

２
３
０
０
円
（
材
料

費
２
０
０
０
円
・
利
用
団
体
会

費
３
０
０
円
）

※

今
年
度
ア
ー
ト
講
座
に
参
加
し

た
人
は
材
料
費
の
み
で
参
加
で

き
ま
す
。

■
持
ち
物　

軍
手
・
筆
記
用
具
・

作
品
を
持
ち
帰
る
袋
・
ス
コ
ッ

プ
・
古
新
聞　
　
　
　
　
　

■
申
込
方
法　

11
月
20
日
（
月
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
あ
り
（
要
予
約
・

無
料
）　

※

２
歳
以
上
就
学
前
の
幼
児

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

あ
の
う
体
験
塾

オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
リ
ス
マ
ス

　

リ
ー
ス
を
作
ろ
う

五
條
市
転
倒
骨
折
予
防
教
室

　

参
加
者
募
集

筋
力
ア
ッ
プ
運
動
教
室

（
こ
ろ
ば
ぬ
先
の
運
動
教
室
）

五
條
市
介
護
教
室

　

参
加
者
募
集

消
費
生
活
相
談
窓
口

相
談
事
例

「
還
付
金
が
あ
り
ま
す
」の
電
話

　

市
役
所
職
員
を
名
乗
る
人
物
か

ら
「
医
療
費
の
還
付
金
が
あ
る
」

と
電
話
が
あ
っ
た
。
「
還
付
手
続

き
は
終
了
し
て
い
る
の
で
、
Ａ
Ｔ

Ｍ
に
行
っ
て
連
絡
を
く
れ
た
ら
直

接
振
り
込
む
」
と
言
わ
れ
た
。
慌

て
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
行
こ
う
と
し
た
が
、

家
族
に
「
不
審
」
と
言
わ
れ
た
。

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

助
言

　

「
お
金
が
戻
っ
て
く
る
の
で
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
行
く
よ
う
に
」
と
言
わ

れ
た
ら
還
付
金
詐
欺
で
す
。
行
政

や
金
融
機
関
の
職
員
が
還
付
金
な

ど
の
受
取
の
た
め
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操

作
を
行
う
よ
う
に
と
言
う
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
「
手
続
き

は
今
日
中
」
な
ど
と
急
か
さ
れ
て

も
慌
て
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

い
っ
た
ん
お
金
を
支
払
っ
て
し
ま

う
と
取
り
戻
す
の
は
極
め
て
困
難

で
す
。
「
怪
し
い
」
と
思
っ
た
ら

ま
ず
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

消
費
生
活
相
談
窓
口　

（
内
線
３
８
６
）毎
週
月
・
木　

10
時
〜
15
時

還
付
金
詐
欺
で
す
。Ａ
Ｔ
Ｍ
に
は

行
か
ず
無
視
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
29
年
度
小
学
生

 

ス
カ
イ
ク
ロ
ス
大
会
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おしらせ・イベント

校
生
は
無
料
）

■
申
込
方
法　

生
涯
学
習
課
（
内

線
８
１
８
）
に
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

■
問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
五
新
線

再
生
推
進
会
議

メ
ー
ル　

goshin-sen@
gojo.ne.jp

　

毎
年
恒
例
５
万
人
の
森
公
園
の

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま

す
。
食
品
ブ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

■
日
時　

11
月
４
日
（
土
）・

　

５
日
（
日
）　

９
時
〜
16
時

■
場
所　

５
万
人
の
森
公
園

■
申
込
・
問
合
先　

５
万
人
の
森

公
園
指
定
管
理
者
ア
ス
カ
美
装
㈱

☎
２
５
・
１
６
６
２

　

市
民
参
加
・
官
民
連
携
に
よ
る

流
域
再
生
と
地
域
づ
く
り
を
テ
ー

マ
に
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
日
時　

11
月
26
日
（
日
）

　

13
時
30
分
〜
15
時

■
場
所　

和
歌
山
市
勤
労
者
総
合
セ

ン
タ
ー
（
和
歌
山
市
西
汀
丁
34
番

地
）

※

先
着
１
０
０
人
・
参
加
無
料

■
講
師　

滝
澤
恭
平
氏

　
（
株
式
会
社
水
辺
総
研
取
締
役
）

■
申
込
方
法　

F
A
X
ま
た
は

メ
ー
ル
で
参
加
者
全
員
の
①
氏

名
②
住
所
③
電
話
番
号
を
書
い

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
主
催　

吉
野
川
・
紀
の
川
流
域

協
議
会

■
申
込
・
問
合
先　

公
園
緑
地
課

（
内
線
４
７
１
）

FAX 

２
４
・
２
６
１
１

メ
ー
ル　

kouen-ryokuti@city.gojo.lg.jp

　

男
女
が
と
も
に
担
う
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
て
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時　

11
月
28
日
（
火
）

　

13
時
30
分
〜
15
時
15
分

　
（
13
時
開
場
）

■
場
所　

人
権
総
合
セ
ン
タ
ー

■
演
題　
「
命
の
重
さ
〜
家
族
の

絆
を
通
し
て
〜
」

■
講
師　

道
志
真
弓
さ
ん

　
（
元
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

※

申
込
不
要

■
問
合
先　

人
権
施
策
課

☎
０
７
４
７
・
２
５
・
１
１
３
７

　

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

表
彰
式
と
、
一
日
人
権
擁
護
委
員

桂
雀
太
さ
ん
の
講
演
会
等
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
10
日
（
日
）

　

12
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
（
12
時
開
場
）

■
場
所　

市
民
会
館

※

申
込
不
要
（
未
就
学
児
も
入
場

可
）

■
問
合
先　

奈
良
地
方
法
務
局

☎
０
７
４
２
・
２
３
・
５
４
５
７

　

秘
仏
の
薬
師
如
来
坐
像
（
室
町

時
代
）
を
、
日
光
・
月
光
の
両
菩

薩
立
像
、
十
二
神
将
立
像
と
と
も

に
拝
観
で
き
ま
す
。

■
期
間　

11
月
26
日
（
日
）
ま
で

■
拝
観
時
間　

９
時
〜
17
時

■
拝
観
料　

４
０
０
円

※

中
学
生
以
下
無
料

■
問
合
先　

文
化
財
課

☎
２
４
・
２
０
１
１

　

手
話
を
覚
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

簡
単
な
自
己
紹
介
や
会
話
が
で
き

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

■
日
程　

11
月
30
日
（
木
）
〜

　

毎
週
木
曜
日
13
時
〜
14
時
30
分

　
（
年
間
15
回
）

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
ま
た
は

勤
務
す
る
、
手
話
に
興
味
が
あ

る
人　

■
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
新
町
３
丁
目
３-

２
）

■
定
員　

先
着
20
人

■
指
導
者　

五
條
手
話
通
訳
者
会

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
締
切　

11
月
20
日
（
月
）

■
申
込
・
問
合
先　

社
会
福
祉
課

　
（
内
線
２
０
９
・
２
９
９
）

　

五
條
市
や
奈
良
県
南
部
の
活
性

化
を
目
指
し
、
若
い
世
代
が
五
條

の
歴
史
を
知
り
、
未
来
を
夢
見
る

連
載
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
３
日
（
日
）

　

14
時
〜
17
時

■
場
所　

市
民
会
館

■
対
象
者　

高
校
生
以
上
の
人

■
内
容　

講
座
「
話
題
の
バ
イ
オ

医
薬
品
」
ほ
か
２
題

■
参
加
費　

１
回
５
０
０
円
（
高

年
金
出
張
相
談

年
金
事
務
所
の

　

予
約
相
談

イベント

吉
野
川
・
紀
の
川
流
域
協
議
会

吉
野
川
・
紀
の
川
流
域
協
議
会

 

水
環
境
に
関
す
る
講
演
会

水
環
境
に
関
す
る
講
演
会

吉
野
川
・
紀
の
川
流
域
協
議
会

 

水
環
境
に
関
す
る
講
演
会

太陽光発電のトラブルに注意！
　環境意識の高まりから注目される太陽光発電で
すが、普及にともない、事故やトラブルの相談が
増えています。太陽光発電システムも電気製品で
す。経年劣化や初期不良などが原因で、故障や感
電事故、漏電による火災が起こる可能性があるの
で施工業者に確認・相談しましょう。

が
で
感
の

イベント

五
條
市

五
條
市

    

男
女
共
同
参
画
講
演
会

男
女
共
同
参
画
講
演
会

五
條
市

  

男
女
共
同
参
画
講
演
会

イベント

中
学
生
人
権
作
文
表
彰
式
と

中
学
生
人
権
作
文
表
彰
式
と

　
　

人
権
の
つ
ど

　
　

人
権
の
つ
ど
い
in
五
條
五
條

中
学
生
人
権
作
文
表
彰
式
と

　
　

人
権
の
つ
ど
い
in
五
條

講　座

第
６
回

第
６
回

　

Ｇ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
大
学

Ｇ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
大
学

第
６
回

　

Ｇ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
大
学

イベント

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

 

in
５
万
人
の
森
公
園

５
万
人
の
森
公
園

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

 

in
５
万
人
の
森
公
園

イベント

重
要
文
化
財

重
要
文
化
財

 　

榮
山
寺
本
尊

榮
山
寺
本
尊

 　　

特
別
公
開
中

　
　

特
別
公
開
中

重
要
文
化
財

 　

榮
山
寺
本
尊

 　　

特
別
公
開
中

『
松
倉
祭
り
』

  

新
町
松
倉
講 

第
９
回
研
修
会

税
の
無
料
相
談

全
国
一
斉

｢

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン｣

　

強
化
週
間
（
11
月
13
日
～
19
日
）

写真　薬師如来坐像
（辻本良尊氏撮影）

講　座

初
級
手
話
講
座

初
級
手
話
講
座

　
　

参
加
者
募
集

　
　

参
加
者
募
集

初
級
手
話
講
座

　
　

参
加
者
募
集

ざ
ぞ
う

が
っ
こ
う

さ
つ
り
ゅ
う
ぞ
う

ぼ
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広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４

おしらせ・イベント
　

新
町
を
築
い
た
松
倉
豊
後
守
重

政
に
思
い
を
は
せ
、
身
近
な
歴
史

を
学
ぶ
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
26
日
（
日
）　

　

14
時
〜
16
時
ご
ろ

■
場
所　

滞
在
交
流
ラ
ボ
『
標
』

（
二
見
１
丁
目
９-

25
）
と
西
方

寺
（
新
町
２
丁
目
６-

10
）

※

講
演
会
終
了
後
、
16
時
30
分
か

ら
西
方
寺
で
燈
花
会
等
を
行
い

ま
す
。

■
問
合
先

▼
槇
野
久
春
☎
２
５
・
３
２
３
４

▼
西
方
寺 

☎
２
２
・
３
４
８
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://sinm
atsukou.com

/

　

毎
週
平
日 

８
時
30
分
〜
16
時

に
、相
談
内
容
に
合
わ
せ
、ス
タ
ッ

フ
が
事
前
に
準
備
し
て
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。（
要
予
約
）

■
場
所　

大
和
高
田
年
金
事
務
所

　
（
大
和
高
田
市
幸
町
５-

11 

）

※

予
約
は
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５

　

ま
た
は
次
の
問
合
先
ま
で
。

■
予
約
・
問
合
先　

大
和
高
田
年

金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

　

日
本
年
金
機
構
が
年
金
出
張
相

談
を
、
月
１
回
五
條
市
で
開
催
し

て
い
ま
す
。
気
軽
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。（
要
予
約
）

■
開
催
日　

毎
月
第
２
木
曜
日

　
（※

11
月
は
９
日
、
12
月
は
14
日
）

■
受
付
場
所　

市
民
課
年
金
係

■
相
談
時
間　

10
時
〜
12
時
15
分
、

13
時
〜
16
時
ま
で

■
持
ち
物　

年
金
手
帳
・
年
金
証

書
、
本
人
確
認
で
き
る
物
（
運

転
免
許
証
等
）
を
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。

※

相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

　

早
め
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※

相
談
内
容
に
よ
っ
て
必
要
書
類

が
違
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
予
約
・
問
合
先　

大
和
高
田
年

金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

　

税
の
無
料
相
談
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
気
軽
に
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

①
税
の
無
料
相
談
（
税
全
般
）

■
日
時　

奇
数
月
（
３
月
を
除

く
）
の
第
２
水
曜
日

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

※

平
成
29
年
度
は
11
月
８
日
（
水
）

平
成
30
年
１
月
10
日
（
水
）

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
問
合
先　

税
務
課

（
内
線
２
５
６
・
２
９
８
）

②
相
続
税
・
贈
与
税
・
譲
渡
所
得

■
日
時　

毎
週
水
・
金
曜
日

（
要
事
前
予
約
、
２
・
３
月
を
除

く
）

■
場
所　

葛
城
税
務
署

（
大
和
高
田
市
西
町
１-

15
）

■
申
込
・
問
合
先　

葛
城
税
務
署

資
産
課
税
部
門

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
２
８
０
９

③
税
務
・
会
計

■
日
時　

毎
週
火
曜
日

　

13
時
〜
16
時

■
場
所　
近
畿
税
理
士
会
葛
城
支
部

（
大
和
高
田
市
西
町
１-

50
）

■
申
込
・
問
合
先　

近
畿
税
理
士

会
葛
城
支
部

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
５
２
８
８

④
税
全
般

■
日
時　

毎
週
木
曜
日

　

13
時
〜
16
時
（
要
事
前
予
約
、

２
・
３
月
を
除
く
）

■
場
所　

公
社
団
法
人
葛
城
納
税

協
会

■
申
込
・
問
合
先　

公
益
社
団
法

人
葛
城
納
税
協
会

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
６
０
７
１

⑤
税
全
般
の
電
話
相
談

■
日
時　

月
〜
金
曜
日

　

10
時
〜
16
時

近
畿
税
理
士
会

　

も
し
も
し
税
金
相
談
室

☎
０
５
０
・
５
５
２
０
・
７
５
５
８

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
の
女

性
の
人
権
に
関
わ
る
問
題
全
般
の

電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※

無
料
・
秘
密
厳
守

■
期
間　

11
月
13
日
（
月
）

　

〜
19
日
（
日
）

▼
平
日　

８
時
30
分
〜
19
時

▼
土
日　

10
時
〜
17
時

■
対
象
者　

県
内
に
在
住
す
る
女

性
全
国
一
斉

　
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

※

携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
使
用
可
、

IP
電
話
不
可

■
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
及
び

法
務
局
職
員

※

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
相
談
で

き
ま
す
。
後
日
、
最
寄
り
の
法

務
局
が
回
答
し
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
w
w
w
.jinken.go.jp

■
問
合
先　

奈
良
地
方
法
務
局

☎
０
７
４
２
・
２
３
・
５
４
５
７

相　談

年
金
出
張
相
談

年
金
出
張
相
談

年
金
出
張
相
談

相　談

年
金
事
務
所
の

年
金
事
務
所
の

　

予
約
相
談

　

予
約
相
談

年
金
事
務
所
の

　

予
約
相
談

吉
野
川
・
紀
の
川
流
域
協
議
会

 

水
環
境
に
関
す
る
講
演
会

五
條
市

  

男
女
共
同
参
画
講
演
会

中
学
生
人
権
作
文
表
彰
式
と

　
　

人
権
の
つ
ど
い
in
五
條

第
６
回

　

Ｇ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
大
学

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

 

in
５
万
人
の
森
公
園

重
要
文
化
財

 　

榮
山
寺
本
尊

 　　

特
別
公
開
中

『
松
倉
祭
り
』

『
松
倉
祭
り
』

    
新
町
松
倉
講

新
町
松
倉
講 

第
９
回
研
修
会

第
９
回
研
修
会

『
松
倉
祭
り
』

  
新
町
松
倉
講 

第
９
回
研
修
会

イベント

相　談

税
の
無
料
相
談

税
の
無
料
相
談

税
の
無
料
相
談

相　談

全
国
一
斉

全
国
一
斉

｢

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン｣

　

強
化
週
間

　

強
化
週
間
（
11
月
13
日
～
19
日
）
日
）

全
国
一
斉

｢

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン｣

　

強
化
週
間
（
11
月
13
日
～
19
日
）

初
級
手
話
講
座

　
　

参
加
者
募
集
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広報五條 10 月号掲載の「e- こころパソコンハウス様」掲載原稿につき
まして、一部期間内容に誤りがございました。深くお詫び申し上げます。
株式会社ホープ

おしらせ・イベント

広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

　
「
が
ん
最
前
線
in
南
奈
良
」
を

テ
ー
マ
に
、
院
内
ド
ク
タ
ー
の
講

演
会
、
乳
が
ん
・
婦
人
科
検
診
、

コ
ン
サ
ー
ト
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
を
開
催
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
見
学
、

模
擬
店
、
救
急
車
・
消
防
車
の
展

示
等
、
子
ど
も
も
楽
し
め
る
催
し

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

11
月
12
日
（
日
）

　

10
時
〜
（
講
演
会
12
時
45
分
〜
）

■
場
所　

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
（
大
淀
町
大
字
福
神
８
番
１
）

■
問
合
先　

南
奈
良
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー

☎
０
７
４
７
・
５
４
・
５
０
０
０

　　

五
條
の
秋
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と

し
て
定
着
し
て
い
る
コ
ン
サ
ー
ト

で
す
。
今
年
も
多
彩
で
味
わ
い
深

い
曲
が
盛
り
沢
山
で
す
。

■
日
時　

11
月
19
日
（
日
）

　

13
時
30
分
開
演
（
13
時
開
場
）

■
場
所　

市
民
会
館

■
入
場
料　

１
０
０
０
円

■
主
催
・
問
合
先　

m
i
t 

s
c
h
ö
n
e
r 

M
u
s
i
k

☎
２
５
・
０
９
９
５
（
三
木
）

■
問
合
先　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
内
線
２
７
１
）

　

五
條
高
校
跡
地
の
用
途
地
域
変

更
案
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

■
期
間　

11
月
17
日
（
金
）
〜

　

12
月
１
日
（
金
）
の
開
庁
時
間

■
場
所　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

■
意
見
書
の
提
出　

こ
の
案
に
対

し
て
意
見
書
を
提
出
す
る
場
合

は
、
意
見
の
要
旨
と
そ
の
理
由

を
具
体
的
に
記
載
し
、①
住
所

②
氏
名
③
連
絡
先
を
併
記
し
た

文
書
１
通
を
、
市
長
あ
て
に
、

12
月
１
日
（
金
）
必
着
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

（
内
線
２
８
３
）

　

地
籍
調
査
の
完
了
に
伴
い
、
西

吉
野
支
所
の
住
所
が
10
月
１
日
か

ら
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
所
在
住

所
・
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
等

の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
変
更
前　

城
戸
１
２
２
番
地

▼
変
更
後　

城
戸
１
２
２
番
地
の
１

■
問
合
先　

西
吉
野
支
所

☎
３
３
・
０
３
０
１

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
方
法　

11
月
30
日
（
木
）

ま
で
に
電
話
ま
た
は
F
A
X
で
、

①
住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号
④

参
加
人
数
を
伝
え
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

吉
野
保
健
所

☎
０
７
４
７
・
６
４
・
８
１
３
４

FAX
０
７
４
７
・
５
２
・
７
２
５
９

　

11
月
の
く
み
取
り
は
、
次
の
日

程
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
業

者
ま
で
直
接
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
９
日
（
木
）

　
・
22
日
（
水
）

※

当
日
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
合
先　

　

㈱
ダ
イ
ワ
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
７
４
５
・
５
２
・
３
３
７
２

　

在
任
中
の
農
業
委
員
が
11
月
26

日
（
日
）
で
任
期
満
了
と
な
る
た

め
、
平
成
29
年
第
12
回
五
條
市
農

業
委
員
会
総
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。農
地
の
所
有
権
移
転
・

権
利
の
設
定
等
を
検
討
し
て
い
る

人
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日　

11
月
24
日
（
金
）

※

申
込
受
付
締
切　

11
月
20
日（
月
）

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
悩
み
を
専
門

家
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
・
場
所

①
11
月
25
日
（
土
）
９
時
〜
12
時

　

奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
（
橿
原
市
大
久
保
町
３
２
０-
11
）

②
11
月
28
日
（
火
）
９
時
〜
12
時

　

奈
良
県
文
化
会
館

　
（
奈
良
市
登
大
路
町
６-

２
）

■
相
談
対
応
者　

専
門
看
護
師
、

支
部
役
員
、
装
具
業
者

■
相
談
料　

無
料
（
申
込
不
要
）

■
問
合
先　

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協

会　

奈
良
県
支
部

☎
０
７
４
２
・
４
９
・
１
８
３
９

　

患
者
サ
ロ
ン
は
、
が
ん
患
者
や

患
者
家
族
が
、
悩
み
や
不
安
を
語

り
合
う
こ
と
が
で
き
る
場
で
す
。

■
日
時　

12
月
１
日
（
金
）　

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■
場
所　

吉
野
保
健
所

　
（
下
市
町
新
住
15-

３
）

■
内
容　

交
流
会
（
が
ん
患
者
、

家
族
同
士
で
情
報
交
換
）

■
対
象
者　

県
内
に
在
住
す
る
が

ん
患
者
と
そ
の
家
族
（
先
着
30

人
）

おしらせ

〈
大
塔
地
区
〉

〈
大
塔
地
区
〉

し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

〈
大
塔
地
区
〉

し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

おしらせ　

さ
ざ
な
み

　

さ
ざ
な
み

　
　

コ
ン
サ
ー
ト

　
　

コ
ン
サ
ー
ト

　

さ
ざ
な
み

　
　

コ
ン
サ
ー
ト

19th19th19thあ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

おしらせ

南
和
広
域
医
療
企
業
団

南
和
広
域
医
療
企
業
団

 

健
康
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
７

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
７

南
和
広
域
医
療
企
業
団

 

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
７

おしらせ

農
業
委
員
会
か
ら
の

農
業
委
員
会
か
ら
の

　

お
知
ら
せ

　

お
知
ら
せ

農
業
委
員
会
か
ら
の

　

お
知
ら
せ

第
８
回
五
條
市
長
寿

ス
カ
イ
ク
ロ
ス
大
会
結
果

第
８
回
五
條
市
長
寿

　

ペ
タ
ン
ク
大
会
結
果

相　談

人
口
肛
門
・
人
口
膀
胱
の
人

人
口
肛
門
・
人
口
膀
胱
の
人

　

（
オ
ス
ト
メ
イ
ト
）
へ
の

　

（
オ
ス
ト
メ
イ
ト
）
へ
の

　
　
　
　

第
64
回
個
別
相
談
会

回
個
別
相
談
会

人
口
肛
門
・
人
口
膀
胱
の
人

　

（
オ
ス
ト
メ
イ
ト
）
へ
の

　
　

第
64
回
個
別
相
談
会

第
29
回
舞
踊
親
睦
発
表
会

おしらせ

都
市
計
画
用
途
地
域
の

都
市
計
画
用
途
地
域
の

    

変
更
案
に
関
す
る
縦
覧

変
更
案
に
関
す
る
縦
覧

都
市
計
画
用
途
地
域
の

  

変
更
案
に
関
す
る
縦
覧

五
條
野
原
青
空
市
場
で

　

義
援
金
を
預
か
り
ま
し
た

相　談

が
ん
患
者
サ
ロ
ン

が
ん
患
者
サ
ロ
ン

　

『
よ
し
の
』

　

『
よ
し
の
』

が
ん
患
者
サ
ロ
ン

　

『
よ
し
の
』

協
会
発
足
30
周
年
記
念
　

第
30
回
五
條
市
長
杯
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
結
果

おしらせ

西
吉
野
支
所
の
住
所

西
吉
野
支
所
の
住
所

（
地
番
）
変
更

（
地
番
）
変
更

西
吉
野
支
所
の
住
所

（
地
番
）
変
更
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おしらせ・イベント

■
問
合
先　

介
護
福
祉
課

　
（
内
線
２
４
９
）

　

９
月
24
日
（
日
）
に
阿
田
峯
公

園
で
開
催
さ
れ
た
大
会
の
結
果
を

報
告
し
ま
す
。

■
大
会
結
果
（
敬
称
略
）

Ａ
ゾ
ー
ン

優　

勝　

田
中
繁
美
（
南
六
会
）

準
優
勝　

堤　

公
三

　
　
　
　
（
あ
ゆ
み
会
Ｂ
）

第
３
位　

南　

敬
造

　
　
　
　
（
あ
ゆ
み
会
Ａ
）

Ｂ
ゾ
ー
ン

優　

勝　

古
澤　

博

　
　
　
　
（
阪
合
部
G
G
愛
好
会
Ａ
）

準
優
勝　

賀
屋
和
子

　
　
　
　
（
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
）

第
３
位　
　
　

末
富

　
　
　
　
（
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
）

（
福
本
文
代
・
馬
場
典
彦
）

準
優
勝　

岡
口
・
小
島

　
（
福
田
千
鶴
子
・
照
山
幸
伸
）

第
３
位　

青
葉
会

　
（
小
平
恒
子
・
北
畑
千
慧
）

第
４
位　

岡
A

　
（
石
井
義
己
・
窪
田
吉
孝
）

■
問
合
先　

介
護
福
祉
課

　
（
内
線
２
４
９
）

　

９
月
14
日
に
上
野
公
園
で
開
催

さ
れ
た
大
会
の
結
果
を
報
告
し
ま

す
。（
敬
称
略
）

■
男
子
の
部

優　

勝　

鷹
野
良
彦

準
優
勝　

岡
本
紀
彦

第
３
位　

松
本
吉
弘

■
女
子
の
部

優　

勝　

福
本
由
里
子

準
優
勝　

平
野
百
合
香

第
３
位　

福
本
文
代

　

市
内
の
各
公
民
館
で
舞
踊
を
学

ぶ
人
々
と
先
生
が
練
習
の
成
果
を

発
表
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
３
日
（
日
）

　

10
時
〜
16
時

■
場
所　

市
民
会
館

■
入
場
料　

無
料

■
発
表
者　

刀
谷
社
中
、
福
岡
社

中
、
今
田
社
中
、
辻
本
社
中
、

三
崎
社
中
、
植
田
社
中

■
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

　

８
月
31
日
に
健
民
運
動
場
で
開

催
さ
れ
た
大
会
の
結
果
を
報
告
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

優　

勝　

阪
合
部
老
人
ク
ラ
ブ
B

■問合先
人権施策課　☎25・1137

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４

Ｃ
ゾ
ー
ン

優　

勝　

岡
田
政
昭
（
二
友
会
）

準
優
勝　

森
本
佳
延

　
　
　
　
（
本
町
G
G
会
Ａ
）

第
３
位　

前
田
長
男

　
　
　
　
（
す
ず
ら
ん
会
）

■
問
合
先　

生
涯
学
習
課

　
（
内
線
８
１
２
）

 

（
敬
称
略
）

《
善
意
銀
行
》

▼
株
式
会
社　

五
伸

▼
生
蓮
寺
世
話
人
会
和
讃
講

〈
大
塔
地
区
〉

し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

　

さ
ざ
な
み

　
　

コ
ン
サ
ー
ト

19th
市民の善意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

南
和
広
域
医
療
企
業
団

 

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
７

農
業
委
員
会
か
ら
の

　

お
知
ら
せ

おしらせ

第
８
回
五
條
市
長
寿

第
８
回
五
條
市
長
寿

ス
カ
イ
ク
ロ
ス
大
会
結
果

ス
カ
イ
ク
ロ
ス
大
会
結
果

第
８
回
五
條
市
長
寿

ス
カ
イ
ク
ロ
ス
大
会
結
果

おしらせ

第
８
回
五
條
市
長
寿

第
８
回
五
條
市
長
寿

　

ペ
タ
ン
ク
大
会
結
果

　

ペ
タ
ン
ク
大
会
結
果

第
８
回
五
條
市
長
寿

　

ペ
タ
ン
ク
大
会
結
果

人
口
肛
門
・
人
口
膀
胱
の
人

　

（
オ
ス
ト
メ
イ
ト
）
へ
の

　
　

第
64
回
個
別
相
談
会

おしらせ

第
29
回
舞
踊
親
睦
発
表
会

回
舞
踊
親
睦
発
表
会

第
29
回
舞
踊
親
睦
発
表
会

都
市
計
画
用
途
地
域
の

  

変
更
案
に
関
す
る
縦
覧

　

野
原
地
区
赤
十
字
奉
仕
団
が
青

空
市
場
で
行
っ
た
出
店
の
売
上
金

の
一
部
と
募
金
が
義
援
金
と
し
て

五
條
市
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
義

援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
へ
送
金

さ
れ
、
国
内
被
災
地
へ
と
届
け
ら

れ
ま
す
。

■
問
合
先　

日
本
赤
十
字
社
奈
良

県
支
部
五
條
市
地
区
事
務
局

（
社
会
福
祉
課
内
）

　
（
内
線
２
９
９
）

市民の善意

五
條
野
原
青
空
市
場
で

五
條
野
原
青
空
市
場
で

　

義
援
金
を
預
か
り
ま
し
た

　

義
援
金
を
預
か
り
ま
し
た

五
條
野
原
青
空
市
場
で

　

義
援
金
を
預
か
り
ま
し
た

が
ん
患
者
サ
ロ
ン

　

『
よ
し
の
』

おしらせ

協
会
発

協
会
発
足
30
周
年
記
念
　

周
年
記
念
　

第
30
回
五
條
市
長
杯
グ
ラ

回
五
條
市
長
杯
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
結
果

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
結
果

協
会
発
足
30
周
年
記
念
　

第
30
回
五
條
市
長
杯
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
結
果

西
吉
野
支
所
の
住
所

（
地
番
）
変
更
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「五條の歴史を探る」では、五條の歴史・文化を今に伝える資料とそのゆかりの地を紹介します。

６
月
に
試
掘
を
申
請
し
、
発
掘
し
た
と
こ

ろ
、
鉱
石
が
出
て
き
た
た
め
、
本
格
的
な

採
掘
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
上
田
三
蔵
は
、
こ
の
坑
道

の
所
有
権
を
手
放
し
、
明
治
17
年
段
階
で

は
宇
智
郡
五
條
村
の
山
本
忠
平
が
所
有
し

て
い
ま
し
た
。

　

所
有
者
が
何
度
も
変
わ
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
産
出
量
は
不
明
で
す
が
、
人
員

８
人
程
度
と
小
規
模
な
採
掘
に
留
ま
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。

　

最
後
に
、
「
大
和
索
道
」
を
テ
ー
マ
に
、

４
回
に
わ
た
り
見
て
き
ま
し
た
が
、
『
五

條
市
史
』
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
に

も
、
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
か
と
思
い
ま

す
。
文
化
財
課
で
は
、
大
和
索
道
に
関
連

す
る
写
真
や
書
類
を
収
集
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
一
度
ご

連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
あ
り
が
た
い
で
す
。

（
お
わ
り
）文

化
財
課
学
芸
員　

山
本
望
実

【
引
用
・
参
考
文
献
】

　

明
治
17
年
『
鉱
山
志
料
取
調
書
』

　

（
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
所
蔵
）　

　

神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所　

新
聞
記
事
文
庫

　

時
事
新
報　

資
金
（
5-

0
0
3
）

條
）
在
住
の
栗
山
藤
作
と
共
同
で
採
掘
を

行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

産
出
量
は
、
鉱
石
２
０
０
貫
目
か
ら
銅

９
貫
６
０
０
目
で
、
働
く
職
人
は
、
坑
夫

（
坑
道
を
発
掘
す
る
職
人
）
、
坑
手
子

（
坑
夫
を
手
助
け
す
る
職
人
）
、
吹
大
工

（
砿
石
の
製
錬
を
行
う
職
人
）
、
吹
子
差

（
吹
子
を
製
作
す
る
職
人
？
）
、
家
大
工

（
職
人
の
居
住
す
る
家
を
造
る
職
人
）
、

土
方
（
土
木
作
業
を
行
う
職
人
）
、
鍛
冶

（
採
掘
に
使
う
道
具
を
製
作
す
る
職
人
）
、

砕
鉱
夫
（
鉱
石
を
砕
く
職
人
）
、
焼
炭
夫

（
製
錬
に
必
要
な
火
を
起
こ
す
炭
を
焼
く

職
人
）
、
運
炭
夫
（
炭
を
運
ぶ
職
人
）
、

運
荷
夫
（
鉱
物
等
を
運
ぶ
職
人
）
で
、
年

間
延
べ
17
万
人
以
上
と
か
な
り
大
規
模
な

採
掘
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
ら
以
外
に
も
、
人
数
は
明
ら
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
運
鉱
夫
と
い
う
職
人
も

い
ま
し
た
。

　

「
タ
ワ
ノ
尾
」
は
、
明
治
14
年
（
１
８

８
１
）
５
月
に
、
立
里
山
砿
長
（
発
掘
の

責
任
者
）
で
あ
っ
た
増
谷
熊
雄
が
見
回
っ

て
い
た
時
に
発
見
し
ま
し
た
。
同
年
10
月

に
試
掘
を
申
請
し
、
翌
年
１
月
に
試
掘
を

行
い
ま
し
た
が
、
鉱
石
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
た
め
、
採
掘
を
断
念
し
ま
し
た
。

　

「
金
屋
渕
鉱
山
」
は
、
紫
園
村
（
現
野

迫
川
村
字
紫
園
）
に
あ
っ
た
鉱
山
で
、

「
小
字
金
ヶ
（
屋
）
渕
」
に
坑
道
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
以
外
に
、
「
小

字
紫
園
山
」
に
も
坑
道
が
あ
り
ま
し
た
。

詳
し
い
時
期
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
あ
る

時
、
紫
園
山
に
坑
道
が
設
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
知
っ
た
紫
園
村
在
住
の
上
田
三
蔵

ら
が
周
辺
の
山
を
く
ま
な
く
探
し
て
、

金
ヶ
（
屋
）
渕
で
鉱
石
を
発
見
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
明
治
４
年
（
１
８
７
１
）

　

「
立
里
鉱
山
」
は
、
現
在
の
野
迫
川
村

立
里
に
あ
っ
た
鉱
山
で
、
「
小
字
金
迫

山
」
と
「
小
字
タ
ワ
ノ
尾
」
に
坑
道
が
あ

り
ま
し
た
。

　　

「
金
迫
山
」
は
、
明
治
２
年
（
１
８
６

９
）
11
月
、
吉
野
郡
池
津
川
村
（
現
野
迫

川
村
池
津
川
）
在
住
の
林
文
平
（
林
平
造

の
養
父
）
、
立
里
村
の
玉
石
小
八
郎
が
遊

猟
の
際
に
、
洞
窟
を
発
見
し
ま
し
た
。
周

辺
の
石
が
異
様
に
黒
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

砿
窟
と
考
え
た
文
平
ら
は
、
五
條
県
に
試

掘
の
申
請
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
鉱
石
が
発

見
さ
れ
た
た
め
、
明
治
10
年
（
１
８
７
７
）

４
月
に
、
宇
智
郡
五
條
村
（
現
五
條
市
五
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五
條
の

市

の

動

き

市

の

動

き

人
口
３
１
，
４
３
０
人　
　

男
１
４
，
９
５
９
人　
　

女
１
６
，
４
７
１
人　
　

世
帯
数
１
３
，
６
４
４

　
　
　
　

（
▲
６
９
）　
　
　
　
　
　

（
▲
３
６
）　
　
　
　
　
　

（
▲
３
３
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
０
）

（
９
月
30
現
在
）　

（　

）
内
の
数
字
は
前
月
比
・
▲
は
減
少

大
和
索
道
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
そ
の
４
～

五
條
の

を

歴
史を

歴
史

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

出
生　

７
件　

死
亡
４
６
件

転
入
３
０
件　

転
出
５
９
件

か
ん
め

て　

こ

こ
う
く
つ

員てに
、

五にま連すごす望
実

條市  編
1 号 

４
６
件

を今にを今に伝える伝える

、
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役割 人数（人）
坑夫 20,048

坑手子 38,077
吹大工 18,921
吹子差 30,038
家大工 1,850
土方 3,890
鍛冶 3,850

砕砿夫 15,650
焼炭夫 13,231
運炭夫 19,670
運荷夫 5,449
運鉱夫 不明
合計 170,674

立里鉱山労働者数一覧
（1年間延べ人数）
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五條市結婚相談所

時間　13時～16時

場所　福祉センター

問合　児童福祉課

　　　（内線366）

五條市結婚相談所

時間　13時～16時

場所　福祉センター

問合　児童福祉課(内線366)

心の悩み

臨床心理士による
こころの健康相談（要予約）
時間　①13時～13時45分

　　　②14時15分～15時

　　　③15時30分～16時15分

場所　カルム五條

予約　カルム五條（内線290）

悪質商法や多重債務など

消費生活・多重債務相談
時間　10時～15時

場所　第２分庁舎３階

11 月 市 民 ご よ み

毎 週
月・木

人権を確かめあう日11/11
（土）

11/11
（土）

11/16
（木）

15（月）心の悩み

臨床心理士による
こころの健康相談（要予約）
時間　①13時～13時45分

　　　②14時15分～15時

　　　③15時30分～16時15分

場所　カルム五條

予約　カルム五條（内線290）

11/８
（水）

11/22
（水）

臨時職員
登録受付中

■問合先　児童福祉課（内線 349）

健康管理、肥満や禁煙など

保健師による健康相談
場所　カルム五條

予約　カルム五條（内線290）

11/15
（水）

年金事務所の

出張年金相談（要予約）
時間　10時～12時15分

　　　13時～16時

受付　市民課年金係

予約　大和高田年金事務所

☎０７４５・２２・３５３１

11/９
（木）

※早めに予約してください。（人数制限あり）

15（月）もの忘れ相談
場所　カルム五條

予約　地域包括支援センター

☎２５・２６４０

11/１
（水）

税理士による無料税務相談
時間　13時30分～15時30分

場所　中央公民館

11/８
（水）

市内保育所
学童保育所

3
）場所 第２分庁舎３階

納税には口座振替のほか、コンビニ
エンスストアでも納付できます。
■問合先　保険課 （内線266）

11 月は
国民健康保険税 第５期の納期です
納期限は 11 月 30 日（木）まで
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